


中佐井ⅦI遺跡発掘調査報告書

中山間地域総合整備事業浅沢地区関連遺跡発掘調査



序

本県には、旧石器時代をはじめとする 1万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が数多く残されてお

ります。それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産であり、本県の歴史や文化、伝統を正しく理

解するのに欠くことのできない歴史資料であります。同時に、それらは県民のみならず国民的財産で

あり、将来にわたつて大切に保存し、活用を図らなければなりません。

一方、豊かな県土づくりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発にあたっては、

環境との調和はもちろんのこと、地中に埋もれその土地とともにある埋蔵文化財保護との調和も求め

られるところです。

当事業団埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業に

よってやむを得ず消滅する遺跡の事前の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を保存する措置をとっ

てまいりました。

本報告書は、岩手郡安代町浅沢地区の中山間地域総合整備事業に関連して、中佐井Ⅷ遺跡内にある

工事予定区域を発掘調査した結果のまとめであります。調査で検出された遺構数は少ないものの、縄

文時代中期の上器を中心とした遺物が出上しており該期の貴重な資料を提供することができました。

本書が広く活用され、埋蔵文化財についての関心や理解につながると同時にその保護や活用、学術研

究、教育活動などに役立てられれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成にあたり、ご理解とご協力をいただきました岩手

県盛岡地方振興局農政部農村整備室、安代町教育委員会をはじめとする関係各位に対し、深く感謝の

意を表します。

平成16年 10月

財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長 合  田   武



例 言

1.本報告書は、岩手県岩手郡安代町字中佐井42ほかに所在する中佐井Ⅷ遺跡に含まれる工事予定区域を発

掘調査した結果の収録である。

2.本遺跡の岩手県遺跡台帳の遺跡番号と遺跡略号は以下の通りである。

遺跡番号 :JE5予1224 遺跡略号 :NSmll― o3

3 本遺跡の調査は中山間地域総合整備事業に伴う緊急発掘調査である。調査は岩手県盛岡地方振興局農政

部農村整備室と岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課との協議を経て、岩手県盛岡地方振興局農政部

農村整備室の委託を受け、財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが実施した。

4.野外調査期間、調査面積及び調査担当者は以下の通 りである。

調査期間 :平成15年 4月 8日 ～ 6月 3日

調査面積 :1,550ポ

調査担当者 :亀 大二郎・小林 弘卓

5.室内整理期間、整理担当者は以下の通 りである。

整理期間 :平成15年 11月 1日 ～平成16年 3月 31日

整理担当者 :亀 大二郎・小林 弘卓

6.本報告書の執筆は亀大二郎と小林弘卓が分担し、編集は亀大二郎が行つた。

7.各種の鑑定・分析は次の機関にお願いした。

石材鑑定 :花蘭岩研究会

火山灰分析 :パ リノ・サーヴェイ株式会社

8.基準点の測量及び空中写真撮影は次の機関に委託した。

基準点測量 :(株)土木技術コンサルタント

空中写真撮影 :東邦航空株式会社

9.野外調査及び本報告書の作成にあたり、次の方々からご指導・ご助言を賜つた。⊂ 十音順、敬称略)

鎌田勉 (岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課)、 東本茂樹 (安代町教育委員会)

10,野外調査では安代町の地元の方々から多大なるご協力を頂いた。

11,本遺跡から出上した遺物及び調査に係わる資料は、岩手県立埋蔵文化財センターが保管している。



次目

序

例 言

I 調査に至る経過・・・・・・・・・・・・ 。3

Ⅱ 遺跡の立地と環境・・・・・・・・・・・・ 3

1.遺跡の立地と地形・・・・・・・・・・ 。3

2,遺跡の基本層序・・・・・・・・・・・・ 7

3.周辺の遺跡・・・・・・・・・・・・・・ 8

Ⅲ 調査の概要と整理方法・・・・・・・・・・12

1.調査経過・・・・・・・・・・・・・・・12

2.調査方法・・・・・・・・・・・・・・・12

(1)グ リッドの設定と遺構名 ・・・・・・
。12

(2)粗掘 りと遺構検出・・・・・・・・・・14

(3)遺構の精査と遺物の取 り上げ・・・・・14

(4)写真撮影 ・・・・・・・・・・・・・・15

3.整理方法・・・・・・・・・・・・・・・15

(1)遺構図面 ・・・・・・・・・・・・・・15

(2)遺物図面 ・・・・・・・・・・・・・・15

Ⅳ 検出した遺構と出土遺物・・・・・・・・ 。16

1.検出した遺構・・・・・・・・・・・・・16

第 1表 周辺の遺跡一覧表・・・・・・・・・・10

第 2表 各基準杭・補助杭における日本測地系値

及び世界測地系値・・・・・・・・・・14

第 3表 遺構略号・・・・・・・・・・・・・・14

(1)竪穴住居・・・・・・・・・・・・・・16

(2)竪穴状遺構・・・・・・・・・・・・・16

(3)土坑・・・・・・・・・・・・・・・・16

(4)溝状陥し穴・・・・・・・・・・・・
。18

(5)焼土遺構・・・・・・・・・・・・・・19

2 出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・23

(1)土器・・・・・・・・・・・・・・・・23

(2)石器・・・・・・・・・・・・・・・・24

(3)土製品・・・・・・・・・・・・・・・25

(4)そ の他の遺物・・・・・・・・・・・・25

V まとめ・・・・・・・・・・・・・・・・・41

1.遺構について・・・・・・・・・・・・・41

2.遺物について '・ ・・・・・・・・・・・41

参考・引用文献・・・・・・・・・・・・・・・42

Ⅵ 自然科学的分析 (火山灰)・ ・・・・・・・・43

報告書抄録・・・・・・・・・・・・・・・・・63

職員名簿・・・・・・・・・・・・・・・・・・64

【本 文】

【巧赤色】

第 4表 遺構外出土土器の層位と時期分類ごと

点数・・・・・・・・・・・・・・・・24

第 5表 剥片出土地点及び点数・・・・・・・・25

【図 版】

第 1図 岩手県全図・・・・・・・・・・・・・ 1

第 2図 遺跡の位置図・・・・・・・・・・・・2

第 3図  周辺の地形と調査区・・・・・・・・・4

第 4図 地形図・・・・・・・・・・・・・・・ 5

第 5図 地質図・・・・・・・・・・・・・・・6

第 6図 基本層序・・・・・・・・・・・・・・ 7

第 7図 地区名・ トレンチ設置箇所・・・・・・7

第 8図 周辺の遺跡図・・・・・・・・・・・・9



第 9図 グリッド設置・遺構配置図・・・・・ 。13

第10図 凡例・・・・・・・・・・・・・・・・15

第■図 S101竪 穴住居・・・・・・・・・・・19

第12図  S K 101竪 穴状遺構、S K01・ 02土坑・・20

第13図  S K03～ 05・ 09。 11,12土 坑 ・・・・・・21

第14図  S K13～ 16土坑、S K T01陥 し穴 、

S N01焼土遺構・・・・・・・・・・・22

第15図 遺物図版 1・ ・・・・・・・・・・・・26

第16図 遺物図版 2・ ・・・・・・・・・・・・27

第17図 遺物図版 3・ ・・・・・・・・・・・・28

第18図 遺物図版4・ ・・・・・・・・・・・・29

第19図 遺物図版 5・ ・・・・・・・・・・・・30

第20図  遺物図版 6・ ・・・・・・・・・・・・31

第21図 遺物図版 7・ ・・・・・・・・・・・・32

第22図 遺物図版 8・ ・・・・・・・・・・・・33

第23図  遺物図版 9・ ・・・・・・・・・・・・34

第24図  遺物図版10,・ ・・・・・・・・・・・35

第25図 遺物図版■・・・・・・・・・・・・・36

第26図  遺物図版 12・ ・・・・・・・・・・・・37

第27図 遺物図版 13・ ・・・・・・・・・・・・38

第28図  遺物図版 14・ ・・・・・・・・・・・・39

第29図  遺物図版 15・ ・・・・・・・・・・・・40

写真図版 1

写真図版 2

写真図版 3

写真図版 4

写真図版 5

写真図版 6

写真図版 7

写真図版 8

【写真図版】

調査区遠 。近景・・・・・・・・・47

調査前風景・基本土層・・・・・・48

S101竪穴住居・・・・・・・・・49

S K 101竪穴状遺構、

S K01土坑・・・・・・・・・・・50

S K02～ 05三上坑・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・51

S K09,11・ 12・ 13L坑・ ・ ・ ・ ・52

S K14～ 16土坑、

S K T01陥 し穴・・・・・・・・・53

S N01焼土遺構、

調査終了時全景・・・・・・・・・54

写真図版 9

写真図版10

写真図版11

写真図版12

写真図版13

写真図版14

写真図版15

写真図版16

遺物写真 1・ ・・・・・・・・・・55

遺物写真 2・ ・・・・・・・・・・56

遺物写真 3・ ・・・・・・・・・・57

遺物写真 4・ ・・・・・・・・・・58

遺物写真 5・ ・・・・・・・・・・59

遺物写真 6・ ・・・・・・・・・・60

遺物写真 7・ ・・・・・・・・・・61

遺物写真 8・ ・・・・・・・・・・62



ノ

＃
う焦
フ
原

ｒ

れ
劇

デ
・ｔ
・′
く

ヽ
．′
．‐

ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
デ
″

ヽ（‐
・′
・′
。　
　
―

「　
　
　
　
ｒ
ｒ
．ｒ
）

力　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ′

・ヽ、 .、

・―・―・―・、
.ノヽ
k

第 1図 岩手県全図
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第 2図 遺跡の位置図
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調査に至る経過

中山間地域総合整備事業浅沢地区は岩手郡安代町の旧浅沢村を事業区域とし、地域の農業農村の活性化を

図るため、ほ場整備、農道整備などの農業基盤整備のほか、集落道、農村公園などの農村生活環境整備を総

合的に実施する計画で平成12年度に事業採択され、平成15年度から着工する予定である。

当該事業区域の埋蔵文化財包蔵地については、当該事業の施行主体である岩手県盛岡地方振興局農政部農

村整備室の依頼を受け、調査計画段階の平成■年度から平成13年度にかけて岩手県教育委員会事務局生涯学

習文化課との協議の結果、発掘調査が必要となり、平成15年度、財団法人岩手県文化振興事業国に調査を委

託することになったものである。

(岩手県盛岡地方振興局農政部農村整備室 )

Ⅱ 遺跡の立地と環境

1.遺跡の立地と地形 傍 1～ 5図 )
中佐井Ⅷ遺跡が所在する安代町は、岩手県の北西端に位置し、北は青森県田子町、西は秋田県鹿角市、東

は浄法寺町、南は西根町と松尾村に隣接している。人口約6,400人、面積460.24飾
2の町で、奥羽山脈の山間に

ある。標高は200mよ り低位なところはなく、周囲を八幡平など1,000mを 超える山々に囲まれている。40度

以北に位置し、年平均気温は9度、年間降水量は1,330mmで 、冬季は積雪の多い厳寒な地域である。町内には

国道282号 と」R花輪線が南から西へ弧状に延び、これとほぼ並行して東北自動車道が通つている。また、

国道282号 は五日市地区で県道 6号 (主要地方道二戸―安代線)へ、東北自動車道は安代 」Cで八戸自動車

道へと分岐しており、岩手・青森・秋田県を結ぶ交通の要衝となつている。

安代町のほぼ中央に位置する貝梨峠付近には、太平洋に東流する安比川 (馬淵川の支流)と 日本海に西流

する米代川の分水嶺がある。昭和31年に荒沢村と岡山村が合併する際 「安代」と命宅したのは、この分水嶺

に由来している。

安比川河川の左岸部は時沢、曲田川、日名市沢の合流点と曲田川の両岸に段丘が発達していて、他は小・

中起伏山地が広がつている。一方、右岸部は中佐井地区及び柿ノ木平の一部が段丘になつているだけで、ほ

とんどが標高300～ 400m程度の丘陵地である。左岸部の奥は場山、花小袖峰、太平山等の標高500～ 600m級

の山地が続いており、右岸部には七時雨山、田代山、毛無森など標高900～ 1000m級の山地が連なつている。

安代町周辺の山地は主に第二紀以降の火山性岩盤を基盤とし、特に第四紀以降の安山岩質の岩石や火山砕

屑物が広く分布している。また、安比川や沢沿いの谷底平野には細長く沖積層が堆積し、河川沿いに形成さ

れた段丘面には浮石流凝灰岩やその上位の八戸火山灰といつた火山灰堆積物が覆つている。

中佐井Ⅷ遺跡は JR花輪線の荒屋新町駅より北東約 4kmの地点にあり、安比川右岸に形成された河岸段丘

上に立地している。遺跡周辺の地表は、ほとんどが段丘に載る八戸火山灰を母材とする黒ボク土系の上壌と

思われる。

-3-
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第 3図 周辺の地形と調査区
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2.遺跡の基本層序
調査区の現地形は北東側 (C区 )が段状の斜面になつている以外ほとんど平坦であるが、十和田 a降下火

山灰層まで下げた旧地形は中央付近から南西端に向かつて勾配がきつ くなつている。現況は畑地で長芋耕作

等の人為的攪乱部分が多く、古代以前の地形に起伏があるため、表土下の層位は地点によって異なる。Tl

～T2ト レンチ間 (A3)は 、表土下が八戸火山灰層 (Ⅵ層)に なり、T2～ T3ト レンチ間 (A2)は、

表上下に黒色土層 (H層 )がつづいてその下が八戸火山灰層になる。 T3ト レンチより南西側 (Al、 Bl

～B4)は 、概ね基本層序どおりである。 (北東側斜面については下図を参照 )

(基本層序)

I層  10Y R3/4(暗 褐)し まりやや有、粘性有 (表土及び耕作土)

H層 10Y R2/1(黒 )し まりやや有、粘性有

Ⅱ層 10Y R7/4(に ぶい黄橙)し まり'粘性欠 (十和田a降下火山灰層)

Ⅳ層 10Y R3/2(黒 褐)し まりやや有、粘性有

V層  10Y R2/2(黒 褐)し まりやや有、粘性有

Ⅵ層 10Y R5/8(黄 褐)し まり有、粘性やや有 (地山 :八戸火山灰層)

一

L=284500m

0      11200     5m 第6図 基本層序

L=278 000ni b

北東側斜面 (a― b)

1 10YR3/4(暗褐)と 10Ⅵる/8(明 黄禍)の混合、 しまりやや有、粘性ゃゃ有
2 111YR6/8(明黄褐)し まりやや有、粘性やや有、暗褐色土を少量含む
3 1偶R7/4(1こ ぶい黄惜)し まり有、粘性やや有、暗褐色上を少量含む
4 111R/4(暗 褐色)し まり有、粘性やや有、明黄褐色土とにぶい黄橙色土を小ブ
ロック状に少量含む (人為的)
5 111YR2/3(黒 Ig.)しまり欠精性有、褐色土を微量含む
6 111YR6/8(明黄褐)し まりやや有、粘性やや有、褐色上を少量含む
7 111YR3/4(暗褐)し まり有、粘性やや有、明黄4PJ色上を小プロック状に微量含む
8 10Ⅵ鬱/3(黒褐)し まり有、粘性有
9 ЮⅥ磁/3(黒褐)と lllYR6/8(明黄褐)の混含 しまり極めて有、精性有

基本層序採取箇所

安代町教委試掘箇所
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3.周辺の遺跡 laJ 8図、第1表 )
岩手県教育委員会の平成14年度の報告によると安代町内では225遺跡が確認されており、その内第 8図 中

に掲載している遺跡は128箇所ある。複数期に跨るものを含めた時期ごとの遺跡数は、縄文時代が112箇所、

弥生時代が 8箇所、古代が15箇所、中世が10箇所、近世が10箇所である。

(縄文時代の遺跡〉

縄文時代の遺跡は数多くあり、第 8図 中でも約 9割を占めているが、草創期の遺跡は現在までのところ確

認されていない。また、早期の遺跡も有矢野遺跡 (115)以外は見つかつていない。

前期の遺跡には、古屋敷 I遺跡 (13)、 中佐井 H遺跡 (17)、 緊沢 H遺跡 (41)、 湯ノ沢Ⅲ遺跡 (46)、 谷地

田 I遺跡 (72)、 横間 H遺跡 (89)、 横間台遺跡 (90)な どがある。このうち横間 H遺跡からは、捨て場に伴

う多量の遺物が出上 している。中期の遺跡には、晴山 I遺跡 (1)、 古屋敷 H遺跡 (14)、 中佐井Ⅳ遺跡

(19)。 Ⅵ遺跡 (21)・ Ⅶ遺跡 (22)。 X遺跡 (25)、 岩木向 I遺跡 (26)、 下の田H遺跡 (30)、 湯ノ沢 I遺

跡 (44)・ H遺跡 (45)、 目名市 H遺跡 (68)な どがある。図の範囲からは南に外れるが昭和54～55年 に調

査が行われた赤坂田H遺跡では、中期末葉の住居跡から天然アスファル ト塊が検出されている。後期の遺跡

には、石神Ⅵ遺跡 (9)、 岩屋 I遺跡 (38)・ H遺跡 (39)、 水神遺跡 (37)、 上の山Ⅲ遺跡 (105)・ Ⅶ遺跡

(109)な どがある。昭和59年に調査が行われた水神遺跡では、16棟の住居跡が確認されている。晩期の遺跡

としては、山口遺跡 (3)、 山の神遺跡 (15)、 山岸 I遺跡 (271 ・H遺跡 (281、 曲田 I遺跡 (91)、 上の山

Ⅲ遺跡 (105)・ X遺跡 (112)、 有矢野遺跡 (114)な どが挙 tデられる。中でも山田 I遺跡からは58棟 もの住

居跡が検出され、晩期の大集落跡が確認されている。

(弥生時代の遺跡〉

弥生時代の遺跡には、蛇の沢 I遺跡 (2)、 水神遺跡 (37)、 上の山 H遺跡 (104)・ Ⅸ遺跡 (111)、 曲田

I遺跡 (91)な どがある。上の山 H遺跡では天王山くずれの土器片が採集されており、曲田 I遺跡では弥生

時代の墓墳が検出されている。

(古代の遺跡〉

調査が行われた古代の遺跡は少なく、また北ノ城館 (11)、 有矢野館 (■ 5)、 上の山Ⅶ遺跡 (109)・ X遺

跡 (112)な どほとんどが平安時代のものである。このうち上の山Ⅶ遺跡では約40棟 の住居明と倉庫と推定

される竪穴状遺構約10棟が検出されており、関沢日遺跡 (12)では鍛冶遺構などが確認されている。

(中世の遺跡〉

中世の遺跡としては館跡があり、現在20箇所確認されている。そのうち調査が行われたものは上の山館

(113)、 有矢野館 (115)、 北ノ城館 (11)で、平成 9年より部分的に調査が行われた北ノ城館からは、二重

に巡る空堀が確認されている。

(近世の遺跡〉

安代町には盛岡市と秋田県鹿角市を結ぶ道路として 「鹿角街道」があり、その街道沿いに一里塚が設けら

れている。町内には七時雨一里塚、荒屋一里塚 (118)、 曲田一里塚 (100)、 苗代一里塚の4基が現存してお

り、町の指定文化財になつている。この他、近世の遺跡として、日山番所跡、苗代沢窯跡、瀬戸谷地窯跡な

ど力淮済tデらをしる。
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第1表 周辺の遺跡一覧表

遺 跡 名 時 代 ・時 期

縄文中～晩期

弥生

縄文後～晩期

縄文

縄文～近世

縄文

縄文

縄文

縄文後期

縄文～中世

縄文前～後期、

平安～中 近 世

縄文中～後期

縄文前～後期、平安

縄文中～後期

縄文後～晩期、平安

縄文後～晩期

縄文前～後期

縄文

縄女中～後期

縄女

縄文前～中期、平安

縄文前～晩期、平安

縄文中～晩期

縄文

縄文中期

縄文中～晩期

縄文後～晩期

縄文後～晩期

縄文後～晩期

縄文中～後期

縄文後～晩期

縄文

縄文晩期

縄文

縄文後～晩期、近世

縄文

縄文中～後期、弥生

縄文後期

縄文後期

縄文

縄文前～中期

縄文

縄文

縄文中～後期

縄文中～晩期

縄文前～後期

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文

1 晴山 I

2 蛇の沢 I
3 山口

4 石神 I

5 石神 工

6 石神Ⅲ

7 石神V

8 石神 V

9 石神Ⅵ

10 石神館

11 北の城館

12 関沢ロ

13 古屋敷 I

14 古屋敷 Ⅱ
15 山の神

16 中佐井 I

17 中佐井Ⅱ

18 中佐井璽

19 中佐井V

20 中佐井V

21 中佐井Ⅵ

22 中佐井Ⅶ

23 中佐井Ⅷ
24 中佐井区
25 中佐井X

26 岩木向 I
27 山岸 I

23 山岸■

29 下の日 I

30 下の日 I

31 下の田Ⅲ

32 下の日Ⅳ

33 下の日館
34 土沢 I
35 上沢 Ⅱ
36 土沢Ⅲ

37 水神
38 岩屋 I

39 岩屋Ⅱ

40 繁沢 I

41 繋沢 Ⅱ

42 繁沢Ⅲ

43 繋沢V
44  湯ノ沢 I

45 湯ノ沢 I

46 湯ノ沢Ⅲ
47 湯ノ沢Ⅳ
48 湯刀RV
49 湯刀RⅥ
50 湯刀RⅧ
51 日影 I
52 日影 I

53 日影Ⅲ

54 下町 I

55 下町 I

56 下町Ш

57 五日市 I

58 五日市 Ⅱ

散布地

包蔵地 柱 口土器、壷

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地     
´

散布地

散布地

城館跡、散布地

城館跡、集落跡

集落跡

散布地

散布地

集落跡

集落跡

集落跡

集落跡

集落跡

集落跡

集落跡

散布地

集落跡・堅穴住居跡、陥 吹 等

集落跡

集落跡

集落跡

散布地

集落跡

散布地

散布地

散布地

散布地

集落跡、城館跡

散布地

散布地

散布地

集落跡 軽 穴住居跡、陥 臥 等

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

集落跡

散布地

集落跡・堅穴住居跡等

散布地

集落跡

集落跡

集落跡

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

安代町字晴山

安代町字石神

安代町字山口

安代町字石神

安代町字石神

安代町字石神

安代町字石神

安代町字石神

安代町字石神

安代町字石神

安代町字中佐井

安代町字関口沢

安代町字古屋敷

安代町字古屋敷

安代町字中佐井

安代町字中佐井

安代町字中佐井

安代町字中佐井

安代町字中佐井

安代町字中佐井

安代町字中佐井

安代町字中佐井

安代町字中佐井

安代町字中佐井

安代町字中佐井

安代町字岩木向

安代町字山岸

安代町字山岸

安代町字下の日

安代町字下の日

安代町字下の日

!安代町字下の田

安代町字下の田

安代町字上沢

安代町字上沢

安代町字上沢

安代町字上沢・水神

安代町字岩屋

安代町字岩屋

‐安代町字繁沢

安代町字繁沢

安代町字繁沢

安代町字繁沢

安代町字湯ノ駅

安代町字湯ノ駅

安代町字湯ノ沢

安代町字湯双

安代町字湯ノ沢

安代町字湯ノ沢

安代町字湯ノ沢

安代町字日影

安代町字日影

安代町字日誘

安代町字下町

安代町字下町

安代町字下町

安代町字五日市

旧名 岩屋遺跡

八戸道により消滅

H9安代町教委調査、別称 ノ(幡館

H9111214安 代町教委調査、
岩埋文第438集

岩埋文第95集

旧名 古屋敷追跡

八戸道により消滅

※調査遺跡

旧名 刊 田遺跡

そ城館遺構不明

岩埋文第96集、人戸道により消滅

旧名 繋沢遺跡

岩埋文第79集

1岩埋文第79集、東北道により消滅

旧名 日影遺跡

旧名 日影 I遺跡

旧名 日影I遺跡

安代町字五 日
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Nェ  遺 跡 名

59 五日市館
60 戸沢 I

61 戸沢 Ⅱ

62 戸沢Щ

63 戸沢Ⅳ

64 戸沢V

65 田の沢 I

66 田の沢 I

67 目名市 I

68 目名市 I

69 目名市Ⅲ

70 日名市館
71 目名市古館
72 谷地田 I

73 谷地田 I

74 谷地田Ⅲ

75 打田内 I

76 打田内 I

77 打田内Ⅲ

78 打田内Ⅳ

79 打田内V

80 打田内Ⅵ

81 打田内Ⅶ

82 打田内Ⅷ

83 打田内区

84 打田内X

85 打田内?

86 打国内?
87 八鴨白山

88 横問 I

89 横間 正

90 横間台
91 曲田 I

92 曲田Ⅱ

93 由田Ⅲ
94 曲田W
95 曲田V

96 曲田Ⅵ

97 曲田Ⅶ

98 曲劇Ⅷ

99 山田区

100曲 田―里塚

101曲 日経塚 I

102曲 田経塚 I

103上の山 I

104上の山Ⅱ

105上の山Ⅲ

106上の山Ⅳ

107上の山V

108上の山Ⅵ

109上の山Ⅶ

l10上の山Ⅷ

lll 上の山区

112上の山X

l13上の山館

悧4有 矢野
115有矢野館

116保土沢

117荒屋館

118荒屋一里塚

中世

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文前～晩期、弥生

縄文

縄文、中世

縄文、中世

縄文前～晩期、平安、中世

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文前～中期、近世

縄文前～中期、古代

縄文、弥生、中 近 世

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文

縄文

近世

近世

近世

縄文

縄文、弥生

縄文後～晩期

縄文、平安

縄文、平安

縄文

縄文、弥生、平安

縄文中～後期、古代

縄文中～後期、近世

縄文中～晩期、平安

縄文、弥生、平安、中世

縄文早～晩期、弥生、古代

縄文、平安、中世

縄文

縄文、中世

城館跡

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地・竪穴状遺構等

散布地

城館跡

城館跡

集落跡・堅穴住居跡、竪穴建物跡等

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

集落跡

散布地

集落跡

散布地

散布地

散布地・風穴群

集落跡

集落跡・竪六住居跡、捨て場等

散布地

集落跡・竪穴住居跡等

散布地

散布地

散布地

集落跡

散布地

散布地

散布地

散布地

一里塚

経塚

経塚

散布地

散布地

集落跡・碧玉岩製管玉

散布地

集落跡

散布地

竪穴住居跡等

散布地

散布地

散布地・堅穴住居跡等

城館跡、集落跡・曲輪、堀、犬走 り等

集落跡 塁 穴住居跡等

散布地、城館跡・竪穴住居跡、堅穴建物跡等

散布地

散布地、城館跡

一里塚

別称 里城

岩埋文第261集 、農道新設により消滅

岩埋文第303集

ほ場整備により消滅

ほ場整備により消滅

ほ場整備により消滅

ほ場整備により消滅

旧名曲田Ⅳ遺跡

旧名曲田V遺跡

旧名曲田Ⅵ遺跡

旧名曲田Ⅶ遺跡

ほ場整備により消滅

岩埋文第303集

岩埋文第87集、東北道により消滅

曲田一里塚東側に隣接

曲田一里塚西側に隣接

旧曲田区遺跡、東北道により消滅

安代町指定文化財

農道の新設により消滅

東北道により消滅

岩埋文第60集

S55～ 56年度調査報告済、東北造により消滅

岩埋文第38集、東北道により消滅

岩埋文第40集、東北道により消滅

岩埋文第38303集

岩埋文第303集 、旧名上の山館

S50安代町教委調査

別称 新町館

安代町指定文化財

安代町字五日市

安代町字戸沢

安代町字戸沢

安代町字戸沢

安代町字戸沢

安代町字戸沢

安代町字田の沢

安代町字田の沢

安代町字 目名市

安代町字目名市

安代町字目名市

安代町字目名市

安代町字目名市

安代町字谷地田

安代町字谷地田

安代町字谷地田

安代町字打田内

安代町字打田内

安代町字打田内

安代町字打田内

安代町字打田内

安代町字打田内

安代町字打田内

安代町字打田内

安代町字打田内

安代町字打田内

安代町字打田内

安代町字打田内

安代町字打田内

安代町字打国内

安代町字打田内

安代町字打田内

安代町字曲田

安代町字曲田

安代町字曲田

安代町字曲田

安代町字曲田

安代町字曲田

安代町字曲田

安代町字曲田

安代町字曲田

安代町字曲田

安代町字上の山

安代町字上の山

安代町字上の山

安代町字上の山

安代町字上の山

安代町字上の山

安代町字上の山

安代町字上の山

安代町字上の山

安代町字上の山

安代町字上の山

安代町字上の山

安代町字上の山

安代町字上の山

安代町字五日市

安代町字清水

安代町字荒屋新町
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Ⅲ 調査の概要と整理方法

1.調査経過
発掘調査は平成15年 4月 8日から同年 6月 3日 まで行つた。 3月 下旬に実施した調査前の現地確認では調

査区全体にまだ数十cmの積雪があったので除雪剤を撒いて融雪を早め、予定通 りに開始することが出来た。

4月 8日午後機材を搬入し、プレハブ事務所・休憩室・道具置き場の設置を行つた。翌日は雨天のため作業

は中止し安代町教育委員会にて資料収集を行い、翌10日 からトレンチ入れを開始した。

トレンチは調査区が北東―南西方向に細長いため、調査区の長軸に対して直角に7箇所、ほぼ等間隔に設

定した。また、北東端の斜面部分には長軸と平行に設定した (第 7図 )。 トレンチ入れの結果、北東側は深

さ30cm前後のところで地山 (八戸火山灰層)に達するが、南西に向かうに従って地山までの上層が厚 くなつ

ていき、南西端では1.5m程度に達した。現況では調査区はほぼ平坦であるが、地山にあたる八戸火山灰層の

上面では調査区のほぼ中央から調査区の南西端に向かって窪んでいく谷地形をしていることが判つた。

北東側は地山までの層が薄いため重機による粗掘 りでは遺構を傷つける可能性があるので人力にて表土剥

ぎを行うこととし、南西側の層が厚い部分は重機で行うことにした。人力による表土剥ぎは4月 14日 から、

重機による表土剥ぎは4月 17日 から開始した。基準杭の設置は、設置予定箇所の粗掘 りが終了した4月 22日

に行った。

遺構検出は4月 24日 から開始し、北東側から南西側に向かって鋤簾掛けを行いながら進めていった。北東

側の検出は表土下及び地山に当たる八戸火山灰層の上面で行い、南西側は表土下 (H層 上面)、 十和田 a降

下火山灰層下 (Ⅳ層上面 )、 及びⅥ層 (八戸火山灰層)の上面で行つている。遺構は北東側での 2度目の検

出 (八戸火山灰層上面)の際、竪穴住居を 1棟、竪穴状遺構を 1棟確認している。南西側では十和田 a降下

火山灰層下 (Ⅳ層上面)での検出の際に、溝状陥し穴を 1基検出している。そのほか各検出面で土坑を二十

数基確認したが、壁の立ち上がり状態や埋土から遺構と判断できるものは十数基に絞られた。

全調査日数35日 のうち雨天によって作業が中止になつたのは4日間だけと天候にも恵まれ、遺構の掘削と

精査はほば予定通 りに進み、 5月 27日 に委託者 (岩手県盛岡地方振興局農政部農村整備室)及び岩手県教育

委員会事務局生涯学習文化課の立ち会いのもとに終了確認を行つた。翌28日 にセスナ機による空撮を実施し、

6月 3日 に撤収した。

2.調査方法
(1)グ リッドの設定と遺構名

調査区全体をカバーできるよう国家座標第X系 (日本測地系)に合わせて座標設定及びグリッドの設定を

行うこととした。調査区外の北西隅を始点とし、50m間隔で西から東に向かい I～ Ⅲとローマ数字を、北か

ら南に向かいA・ Bと アルファベット大文字をあてて大グリッドを設定し、さらに各グリッドを5m間隔で
10等分して、同様に西から東へ 1～ 10と アラビア数字を、北から南へ a～ jと アルファベット万ヽ文字をあて

て、それらの組み合わせで小グリッドを表すこととした。実際に調査を行う上では、便宜上北西隅の杭にグ

リッド名を記載し、 lA-2bと いうように呼称した。なお、始点となった原点 (IA-la)の 国家座標
X系 (日本測地系)における座標値は X=13,680.0000、 Y=22,520.0000 である。

実際のグリッド設定を行う上で、基準杭設置は(株)土木技術コンサルタントに委託することとした。今回

設置したのは基準杭2点 と補助杭6点で、各杭における座標値 (日本測地系及び世界測地系)は第 2表の通
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りである。調査の進行に伴いこれらの杭を使用し、グリッドの設定を行った。

第2表 各基準杭・補助杭における日本測地系値及び世界測地系値

測 地 系 日 本 測 地 系 世 界 測 地 系

杭  名 X座標 (m) Y座標(m) X座標 (m) Y座標(m)

基準杭 1 13,645.0000 22,605.0000 13,952.3227 22,306.3437

基準杭 2 13,610.0000 22,545.0000 13,917.3230 22,246.3429

補助杭 1 13,650.0000 22,620.0000 13,957.3227 22,321.3439

補助杭 2 13,635.0000 22,605.0000 13,942.3228 22,306.3436

補助杭 3 13,600.0000 22,545.0000 13,907.3231 22,246.3427

捕助杭 4 13,610.0000 22,560.0000 13,917.3230 22,261,3430

補助杭 5 13,645.0000 22,615.0000 13,952.3227 22,316.3438

補助杭 6 13,650.0000 22,625.0000 13,957.3227 22,326.3439

遺構署は、遺構の種類に応じてアルファベットで略号化し、これに検出順に番号を付けて、 S101、 SK
02と いうように命宅した。なお、精査の過程や終了後に検討した結果、遺構ではないと判断した番号につい

ては、混乱を防止するため欠番とした。

本調査で使用した遺構略号は、第 3表のとおりである。

第 3表 遺構略号

(2)粗掘 りと遺構検出

雑物撤去後に遺構の確認面までの深さ、層序及び遺物の包含状況を把握するため、調査区内に地形に沿う

ようトレンチを設定した。その結果、調査区中央から北東側の平坦部は、現況が畑地であるため削平を受け

てお り、表土及び耕作土直下において既に第Ⅵ層 (八戸火山灰層)と なるが、南西側は急激に落ち込む谷地

形となつているため、数度の検出を要することが判つた。また、調査区北東側の段状部分においては人為的

に斜面を削平している状況が確認できたため、現況の地形や周辺に北ノ城館跡が存在することから、本調査

区まで中世城館跡の範囲が拡大している可能性が考えられた。以上の結果から、表土及び耕作土直下面を中

世以降の検出面と考え、人力と一部重機を用いてこれらを除去し検出作業を行ったが、中世期に伴う遺構・

遺物は確認されなかった。そのため、再度重機を使用して第 H層を除去し、検出作業を行つた。この第 H層

下面で遺構が確認された部分では随時精査を行い、遺構が確認されなかった谷部については重機を使用して

第Ⅵ層面まで掘 り下げて、遺構検出を行つた。なお、調査区北東部の一段低位となる部分については、重機

の搬入が困難であったため、すべて人力によって粗掘 りを行った。

(3)遺構の精査 と遺物の取 り上げ

竪穴住居・竪穴状遺構は4分法、土坑・陥し穴・焼土遺構は2分法を原則として覆上の観察を行つたが、

遺構の種類

竪穴住居跡
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必要に応じてその他の方法も併用した。記録として必要な図面及び写真の撮影は、精査の各段階において適

宜行つた。遺構の平面実測にあたつては、簡易遣 り方測量で 5mグ リッドを lmに細分したメッシュを用い

て行った。実測図の縮尺は原則として 1/20と し、平面図と断面図を作成した。竪穴住居の炉と焼土遺構に

ついては縮尺を 1/10と した。

出土遺物は、遺構内出土については遺構名・埋上位置を記入し、床面の遺物については写真撮影及び図面

作成後に採 り上げた。遺構外出土についてはグリッド単位または区域名と層位を記入して採 り上げた。

(4)写真撮影

野外調査での写真撮影は、3511m判カメラ 2台 (モノクロ、カラー リバーサル)を使用 し、対象によつて

6× 7 cm判 カメラを併用した。撮影にあたっては、内容を記載した 「撮影カー ド」を対象物を撮る前に撮影

し、整理作業を行い易いようにした。また、調査終了時には遠景 (北方)及び近景 (東方、直上)か らの航

空写真撮影を行つた。

3.整理方法
図面の点検、遺物の洗浄の一部は野外調査と並行して進めた。

(1)遺構図面

遺構図面は点検後に第 2原図を作成した。本図版中の各遺構の縮尺は、竪穴住居跡・竪穴状遺構・土坑及

び陥し穴の平・断面図が 1/40、 焼土遺構の平・断面図及び竪穴住居内炉の断面図は 1/20と した。

(2)遺物図面

遺物は水洗後、全出土遺物を点検して遺構内・外出土に分別し、注記・接合・復元・選別・登録
。実測・

トレース・写真撮影・図版作成といつた手順で作業を行つた。遺物図版及び遺物写真の縮尺は土器が 1/3、

剥片石器が 1/2も しくは2/3、 礫石器が 1/4も しくは 1/2、 土製品・須恵器・磁器及び古銭は2/3と

している。

遺構 。遺物図版に使用した各記号、スクリーントーンについては下の凡例を参照いただきたい。

○遺構図版

+IA・4c→S2m・ W3m iIA・ 4cグリッドから南⑥に2m、 西い引こ3mの位置

|IH焼
土

□

撹 乱

[I豆三]土 器 匠 亙 ヨ

石

○遺物図版

[IIΞ]磨
面

醒

敲打面

第 10図 凡  例

ヘラケズリ||1朱
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Ⅳ 検出した遺構と出土遺物

1.検出した遺構
検出した遺構は竪穴住居が 1棟、竪穴状遺構が 1棟、

が 1基である。

(1)竪穴住居

S101竪穴住居 (第■図、写真図版 3)

土坑が12基、そのほか溝状陥し穴が 1基、焼土遺構

HA・ B-5j・ aグ リッドに位置し、A2区の H層下 (八戸火山灰層上面)で検出している。 S K05。

S K12・ S K13土 坑と重複し、 S K13土坑より新しくS K05・ S K12土坑より旧い。平面は長軸が N―

35° 一W方位を向くやや方形がかつた楕円形を呈している。規模は長軸3.3m× 短軸2.6mで、床面積が6.8浦

ある。壁高は東・西側が約30cm、 北側が34cm、 南側が17cmを 測 り、いずれの壁も床面から直角気味に立ち上

がつている。埋土は上位が黒褐色土、下位が黄褐色上で■層に細分され、レンズ状に堆積している。また、

中位には埋まる過程で棄てられたと思われる焼土塊があり、床面近くには炭化物が含まれている。床面は貼

床をした痕跡はなく、平坦で堅 く締まっている。柱穴や土坑などは確認されていない。

炉は床面のほぼ中央に設置してある。平面の形状は長軸50cm× 短軸43cmの 楕円形で、中央は 5 cmほ ど窪ん

でいる。周 りに厚さ2 cm程度の焼上がみられる。

遺物は埋土から縄文時代中期中葉の大木系土器片が数点と同時期と思われる円筒系の上器が 4点 (■、14、

17、 20)出 土している。石器類は床面から石皿 1205)、 埋土の攪乱層から磨製石斧 鬱06)が出土している。

(2)竪穴状遺構

S K101竪貞状遺構 (第 12図、写真図版 4)

HA・ B-6j・ aグ リッドに位置し、A2区 の H層下 (八戸火山灰層上面)で検出している。平面は各

辺がほぼ東西南北を向く隅丸方形を呈している。規模は長軸3.lm× 短軸2.9mで、床面積が6.2∬ある。壁高

は東・南側が約40帥、西・北側が30～37cmを 測る。また、いずれの壁も床面から直角気味に立ち上が り、南

東隅は風倒木、北西側は長芋の耕作によつて攪乱を受けている。埋土は3層 に大別される。上位が黒褐色土、

下位が暗褐色上で、壁際及び床面近くに粒状の黄褐色土を含んでいる。床面はほぼ平坦で堅く締まってお り、

柱穴や土坑などは確認されていない。

遺物は埋土上位から石槍 (188)、 中位から凹石 (210)と 石材の剥片が数点出土している。

(3)土坑

S K01土坑 (第 12図、写真図版 4)

HA-6。 7hグ リッドに位置し、A2区の H層下 (八戸火山灰層上面)で検出している。平面は不整な

楕円形で、長軸1.lm x短 軸88cmを測 り、長軸はN-40° 一W方位を向いている。深さは約50cmで 、壁は床面

から外傾気味に立ち上がり、断面は鉢形を呈している。埋土は6層に細分され、上位が暗褐色土、下位が褐

色土で底部に炭化物を多量に含んでいる。また、底面には薄 く焼上の痕跡がみられる。炭窯跡の可能性 も考

えられるが、畑の耕作による影響で底・壁面が著しく歪んでお り、性格は不詳である。

遺物は埋土中位から石槍 (189カ S出上しているが、耕作の影智で他から紛れ込んだ可能性が高い。
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S K02土坑 (第 12図、写真図版 5)

HA-7hグ リッドに位置し、A2区 の H層下 (八戸火山灰層上面)で検出している。平面は不整な長楕

円形で、長軸1.6m×短軸90cmを 測 り、長軸はN-52° 一W方位を向いている。深さは約30cmで 、壁は底面か

らややなだらかに立ち上がり、断面は浅い鍋状を呈している。埋土は 7層 に細分され、上位が暗褐色土、下

位は黒褐色土と黄褐色上の混合上で構成され、底部に炭化物を含んでいる。炭窯跡だつた可能性も考えられ

るが、 S K01土坑と同様に壁面及び底面が歪んでいて性格は不詳である。

遺物は出上していない。

S K03土坑 (第 13図、写真図版 3)

HA-7・ 8iグ リッドに位置し、A2区 の H層下 (八戸火山灰層上面)で検出している。平面は楕円形

で、長軸1.3m× 短軸1.lmを 測 り、長軸はN-18° 一W方位を向いている。深さは13cm程度で、壁は底面か

らなだらかに立ち上がり、断面形は浅い皿状を呈している。また、長芋の耕作による攪乱を受けている。埋

土は黒褐色土と暗褐色上の 2層に分かれる。

遺物の出上がなく、時期 。性格ともに不明である。

S K04土坑 (第 13図、写真図版 5)

HA-5i・ jグ リッドに位置し、A2区 の H層下 (八戸火山灰層上面)で検出している。平面は楕円形

で長軸96cm× 短軸90cmを 測 り、長軸はN-77° 一W方位を向いている。深さは約45cmで、壁は底面から緩や

かに立ち上がり、断面形はU字状を呈している。埋土は上位が黄褐色土、下位が黒褐色上で、埋土全体に黄

橙色土や黄褐色土をブロック状に含むことから、人為的な堆積と思われる。

遺物の出上がなく、時期・性格ともに不明である。

S K05土坑 (第 13図、写真図版 5)

HA-5jグ リッドに位置し、A2区 の H層下 (八戸火山灰層上面)で検出している。 S101竪穴住居と

重複し、 S101竪穴住居より新しい。平面は一辺が85cm程 度の隅丸方形で、深さは30～ 40cmあ る。壁は底面

から外傾して立ち上がり、断面形は鍋状を呈している。また、長芋の耕作による攪乱を受けている。埋土は

上位が黒褐色土、下位が暗褐色上の自然堆積である。

遺物は埋上の上位から縄文時代晩期の上器片が 1点 122)出土している。

S K09土坑 (第 13図、写真図版 4)

HA-7・ 8hグ リッドに位置し、Al区 の I層下 (八戸火山灰層上面)で検出している。平面は隅丸の

長方形で、長軸2.Om× 短軸1,lmを測 り、長軸はN-20° 一W方位を向いている。深さは約40cmで 、壁は底

面から外傾気味に立ち上がり、断面形は浅い鍋状を呈している。埋土は上位が褐色土、下位が黄褐色土で、

全体にブロック状の明黄褐色土を含むことから、人為的な堆積と思われる。

形状に特徴はあるが、遺物は出上しておらず、時期・
J陛
格ともに不明である。

S Kll土坑 (第 13図、写真図版 4)

HA-4・ 5jグ リッドに位置し、A2区 の H層下 (八戸火山灰層上面)で検出している。平面は精円形

で、長軸1.2m× 短軸1,Omを 測 り、長軸はN-13° 一W方位を向いている。深さは約15cmで 、壁は底面から

外傾して立ち上がり、断面形は皿状を呈している。また、長芋の耕作による攪乱を受けている。埋土は暗褐

色上の単層で、八戸火山灰層に類似するブロック状の黄褐色土を含んでいる。

遺物の出土がなく、時期・`l■格ともに不明である。
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S K12土坑 (第 13図、写真図版 6)

HA-5jグ リッドに位置し、A2区 の H層下 (八戸火山灰層上面)で検出している。 S101竪穴住居と

重複しS101竪穴住居より新しいが、掘削は後から行つている。平面は直径1.lmの 円形で、深さは約40cmあ

る。壁は底面から直角気味に立ち上がり、断面形は鍋状を呈している。また、長芋の耕作による攪乱を受け

ている。埋土は4層に分かれ、上位は暗褐色上、下位は暗褐色土と明黄褐色土の混合土で構成されている。

遺物は埋土中位から壼の頸部と思われる土器片が 1点 (23)、 石鏃が 1点 (190)、 及び攪乱層から半円状

の石器が 1点 (207)出上している。半円状の石器は、他から紛れ込んだ可能性が高い。

S K13土坑 (第 14図、写真図版 6)

HB-5aグ リッドに位置し、A2区 の H層下 (八戸火山灰層上面)で検出している。 S101竪穴住居と

重複しS101竪穴住居より旧い。平面は楕円形で、長軸78cn× 短軸67cmを 測 り、長軸はN-20° 一E方位を

向いている。深さは24cm程度で、壁は底面から直角気味に立ち上が り、断面形は鍋状を呈している。また、

長芋の耕作による攪乱を受けている。埋土はにぶい黄褐色土の単層である。

遺物は埋土中位から中期中葉の大木系の土器片が 1点 124)、 攪乱層から晩期の壺と思われる土器片が1点

似5)、 埋土中位から石材の剥片が 2点出土している。

S K14土坑 (第14図、写真図版 7)

HB-4bグ リッドに位置し、A2区 の H層下 (八戸火山灰層上面)で検出している。平面は楕円形で、

長軸60cm× 短軸47cmを 測 り、長軸はほぼ南北を向いている。深さは約25cmで 、壁は底面から外傾気味に立ち

上がり、断面形は鍋状を呈している。埋土は黒褐色土主体の 3層 に大別され、下位に粒状の黄褐色土が含ま

れている。また、底面には薄く焼上がみられる。

遺物は埋上下位から寛永通宝 (218～221)がまとまって出土している。

S K15土坑 (第 14図、写真図版 7)

IB-9c・ dグ リッドに位置し、B3区のV層下 (八戸火山灰層上面)で検出している。平面は楕円形
で、長軸1.2m X短軸1.Omを測 り、長軸はN-5° 一W方位を向いている。深さは38cm程度で、壁は底面か

らやや緩やかに立ち上り、断面形は鍋状を呈している。埋土は2層に分かれ、上位が黒褐色土、下位がにぶ

い黄褐色上で、レンズ状に自然堆積している。

遺物は出土しておらず、時期・
J14格 ともに不明である。

S K16土坑 (第 14図、写真図版 7)

IB-8d・ eグ リッドに位置し、B3区のV層下 (八戸火山灰層上面)で検出している。平面は楕円形
で、長軸1.4m× 短軸1,lmを 測り、長軸はN-1° 一E方位を向いている。深さは北側が約45cmあ り、壁は底

面からやや外傾して立ち上がる。埋土は黒色上の単層である。

遺物は埋上の上位から円筒系土器片が 1点 (26)、 中位から大木系土器片が 1点 (27)が出土している。

(4)溝状陥 し穴

S KT01陥し穴 (第 14図、写真図版 7)

IB-5e・ fグリッドに位置し、Bl区のV層上面で検出している。平面は長楕円形で、長軸3.Om× 短

軸80cmを 測 り、長軸はN-40° 一W方位を向いている。深さは45～85cmあ り、断面の形状は深いU字状を呈

している。埋土は上位が黒色土、中位及び下位が黒褐色土で占められ、中位にブロック状の十和田 a降下火

山灰が含まれている。中位の層は一時期に流れ込んだようであるが、概ねレンズ状の自然堆積である。また、
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底部からは逆茂木痕と思われる小孔が 2箇所確認されている。

遺物は出上していないが、類例から縄文時代の遺構と思われる。

(5)焼土遺構

S N01焼土遺構 (第 14図、写真図版 8)

HB-4aグ リッドに位置し、A2区の H層下 (八戸火山灰層上面)で検出している。規模は23cm× 15cm

で、不整形を呈しており、焼上の厚さは2～ 3 cmを測る。周囲の上に締まりはなく、遺物は伴つていない。

X・
}Й

A

L=284.500m 0      1:40      1m

日
魚
わ
．甘
∞
∞
＝

ロ

ー
ー
ー
ー

Φ

BA

(S101炉 〉

―
L=284.OIXlm

b

lllYR2/2(黒褐)し まり有、粘性有
ЮⅧ磁/1(黒 )し まりやや有、粘性有
lCIYR2/3(黒褐)しまり欠、粘性有、明
黄褐色上泣少量含む
lllYR3/2(黒褐)しまりやや有、粘性有
7 5YR5/8(明 褐)廃棄焼土プロック

6 5YR4/4(赤 褐)廃棄焼土ブロック
7 ЮⅧ昭/2(黒褐)しまりやや有、粘性やや有
8 1CIYR3/3(暗褐)しまり有、粘性有、炭化物少量
含む
9 111YR4/3(にぶい黄褐)しまり有、粘性やや有
10 10YR4/3(にぶい黄褐)しまり有、粘性やや有、
褐色上少量合む
11 10YR2/1(黒 )し まり極めて有、粘性有、炭化物
微量含む

第 11図 S101竪 穴住居

1

S101炉跡
1 lllYR3/4(暗褐)しまり極めて有、粘性
やや有
2 5Ⅵも/8(明赤褐)強い酸化焼土

0       1 : 20      50cm
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SKX01

》〈
二&留
Wlm

A

A

―

L=284.5001tm

風倒木による攪乱

ξ
蕃
』
荀
∞
い
＝
ｎ

〇

|

B
―――――――    sK101

1 lllYR3/2(黒褐)しまりやや
有、粘性やや有
2 1CIYR3/4(暗褐)しまり極め
て有、粘性やや有
3 10YR4/6(褐 )しまり極めて
有、粘性有、黄褐色土粒微量
含む

関 1

1 lllYR3/4(暗褐)し まり有、粘性有、
にぶい黄橙色土を小～中プロック状に

微量含む

2 111YR5/8(黄褐)し まり有、粘性やや
有

■A7h
→S2m

×
A B

10YR4/4(褐 )と lllYR5/8(黄褐)の
混合上、しまり欠、粘性有
lCIYR5/8(黄褐)し まり欠、粘性有、
褐色上を中量含む
10YR4/4(褐 )し まり有、粘性ゃゃ有
ЮⅥ餞/1(黒)しまり欠、粘性やや有、
炭化物を多量含む、底面に微量な焼土

SK02
1 10YR4/4(褐 )しまり有、粘性やや有、にぶい黄橙色上を極小～中プロック状に微量含む
2 1klYR3/3(暗褐)し まり有、粘性ゃゃ有、にぶい黄橙色上を極小～小プロック状に微量合む、明褐色土
粒 炭化物を微量含む
3 1CIYR2/2(黒褐)し まり欠、粘性やや有、炭化物を多量含む
4 111YR2/2(黒褐)し まり欠、粘性やや有、プロック上
5 111N/2(黒 褐)と ЮⅥ6/8(黄褐)の混合上、しまり有、粘性やや有
6 111YR5/8(黄褐〉しまり有、粘性無
7 111YR3/4(暗褐)し まり有、粘性やや有、炭化物を中量含む

第 12図  SK 1 01竪 穴状遺構、SK01・ 02土坑

A
―一 L=284100m

B

0       1:40 lm
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A

SKC15

1 10YR2/3(黒褐)しまり欠、粘性やや有
2 111YR3/3(暗褐)しまりやや有、粘性有

SKll

SK03
1 lCIYR3/3(暗 褐)し まりやや有、粘性
やや有、黄褐色上を極小～小ブロック
状に微量含む
2 1帆R3/4(暗褐)し まり欠、粘性やや
有

SK04
1 側Ⅷ閣/8(黄褐)し まり極めて有、粘
性無、にぶい黄橙色上を極小～小プロ

ック状に微量含む
2 111N/3(黒 褐)し まり欠、粘性やや
有、黄褐色上を小～中プロック状に合
む
3 10Ⅵ閣/8(黄褐)し まり極めて有、粘
性無

A

0    1:40    1m

B

IA6i
→Slm

ヽ
B

A L=284.0011m

B

B

♯
Elm

B

B

SK12
1 lllYR3/4(暗 褐)し まり欠、粘性
ゃゃ有、責褐色土を極小粒状に微
量含む
2 10YR2/3(黒褐)し まり欠、粘性
やや有
3 10YR3/4(暗 褐)し まりやや有、
粘性やや有、明黄褐色土を小プロ

ック状に微量含む
4 11jYR6/8(明 黄褐)し まりやや有、
粘性やや有、暗褐色土を少量含む

第13図  SK03～ 05・ 09。 11。 12土坑

B

A
一一―L=284.000m

SK09
1 10YR4/4(褐 )し まり有、粘性やや有、明黄褐色上を極小～中プロック状に少量含む
2 10YR4/4(褐 )しまり欠、粘性やや有、明黄褐色上を極小～小プロック状に微量含む
3 111YR5/8(責褐)し まり有、粘性有、褐色土微量混入

× HA5i
→S2m

SKll
l 10YR3/4(暗 褐)し まりやや有、
粘性やや有、責褐色土を小プロッ    A
ク状に微量含む
2 1CIYR3/4(晴 掲)し まり欠、粘性
やや有、黄褐色上を極小～小粒状
に含む

Ｉ
Ａ

Ｍ

Ⅷ

Ｎ

Ｉ

Ｉ

上

ⅡA8h
→ 骸 m

A

キ

ー

”

＝

Ｖ

ヽ

キ

ャ

呻
↓Ｓｌｍノヽみ
Ａ一

A
―
L=284.500m

一
L=284.100m
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SK13 SK14 SK15

HB6b X
→Wim

A

IIB 6a
→Slm
W2m

A
一一 L=284.4011m

SK13
1 10YR4/3(に ぶい黄褐)し まり欠、粘
性やや有

I B 8e

A     ́         B
―――L=2841300m    

―

SK14
1 10YR2/3(黒褐)しまり欠、粘性無
2 10YR2/3(黒 褐)し まり欠、粘性無、
黄褐色土を中プロック状に微量含む
3 10YR2/3(黒 褐)し まり欠、粘性無、
黄褐色上を極小粒状に少量含む

⊆弼8【IHDl

A         C

L=283.000m

SK15
1 1鋭宅 /2(黒褐)しまりやや有、粘性有
2 111YR4/3(に ぶい黄褐)し まり有、粘性
極めて有

B

B

B

IB■ Od
→W2m

B

B

B

→Slm
Elm

∩
| x輪‰

B      A

A
―――し==238.500m

SK16
1 lCIYR2/1(黒)しまりやや有、粘性有

0       1:40      1m

1 10YRl,7/1(黒 )し まり欠、粘性有
2 10YR2/2(黒褐)しまり欠、粘性有
3 111YR3/3(暗褐)しまり欠、粘性有
4 10YRl,7/1(黒 )し まり欠、粘性有
5 10YR6/6(明 黄褐)し まり極めて有、
粘性欠 (十和田a降下火山灰)
6 1CIYR2/3(黒 褐)しまりやや有、粘性
有
7 10YR3/3(暗褐)し まりやや有、粘性
欠、十和田a降下火山灰を少量含む
8 111YR7/2(に ぶい黄橙)し まり極めて
有、粘性欠 (十和田a降下火山灰)

9 111YR7/2(1こ ぶい黄橙)し まり有、粘
性欠 (十和田a降下火山灰)
10 111YR3/2(黒褐)しまりやや有、粘性
欠、十和田a降下火山灰を少量含む
■ lllYR2/2(黒褐)しまりやや有、粘性
極めて有
12 1CIYR2/3(黒禍)しまりやや有、粘性
極めて有
13 1KIYR2/2(黒褐)しまりやや有、粘性
極めて有、黄橙色上粒を少量含む
14 ЮⅧ諺/3(黒褐)し まり有、粘性有

0       1 ,20      50cm

B

SN01

沌獣上

B

SN01
1 75YR5/8(明 褐)焼土

A
―
L=284400m

1

第 14図  SK13～ 16土坑、SKT01陥 し穴、SN01焼土遺橋
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2.出土遺物
遺物は縄文土器が大コンテナで 3箱、石器類が 2箱、そのほか土製品、陶磁器類、及び古銭が少数出土し

ている。

(1)土器

出土した土器の大半は縄文時代中期のもので、円筒上層式と大木 8式前後に比類する土器に分かれる。こ

こでは中期前葉から中葉の円筒系の上器を I群、中期中葉から後葉の大木系の土器を■群とし、後期・晩期

に含まれる土器をⅢ・Ⅳ群、弥生土器と思われるものをV群 として分類した。また、 1点だけであるが前期

末葉の円筒下層 d式に比類する土器が出上してお り、 I'群 とした。そのほか体部文様の技法によつて、さ

らに日縁が残存するものはその形状によって分類を行つてみた。

(時期分類 )

I'群土器 (縄文時代前期末葉の円筒系土器に比類するもの)

I群土器 (縄文時代中期前葉から中葉の円筒系土器に比類するもの)

H群土器 (縄文時代中期中葉から後葉の大木系土器に比類するもの)

Ⅲ群土器 (縄文時代後期の土器に比類するもの)

Ⅳ群土器 (縄文時代晩期の上器に比類するもの)

V群土器 (弥生土器に比類するもの)

(体部文様技法分類 )

a 原体だけのもの

b.隆線が貼付けてあるもの        1.隆 線に施文や調整が見られないもの

2 隆線上に縄文等の施文があるもの

3.隆線に調整痕 (断面凸状)力言みられるもの

c.沈線で文様が描かれるもの

d.沈線で区画文が描かれ、内・外部に地文が充填、もしくは磨消されたもの

e.ヘラ状工具等の刺突があるもの

(日縁部形状分類 )

A。 (大・小)波状日縁を有するもの     1.外 反するもの

B.突起を有するもの           2 ほぼ垂直なもの

C.平縁なもの              3.内 反するもの

4.キ ャリパー状のもの

上器は何点かを除いてできるだけ別個体と思われるものを掲載しているが、その中で時期分類の H群に属

するものが約70点 と最も多 く、 I群が約40点、Ⅳ群が約35点 とつづいている。文様の技法でみると I群の中

ではb2よ りblに分類されるもの、すなわち隆線上に縄文押圧等の施文のあるものより施文のないものの

ほうが多い。また H群ではb3cに 分類されるもの、すなわち隆沈線で描かれ隆線に調整痕 (断面凸状)が

あるものが多くみられる。日縁部の形状では I群では突起を有して外反するものが多 くみられ、 H群では波

状日縁で外反するものが多くそのうち口縁周 りが無文のものが半数近くある。

Ⅲ群に属するものは10点ほどで、文様技法は cか dに分類されるもの、すなわち沈線で曲線が描かれるか

沈線で区画した中に地文を充填したものである。また日縁が内反するもの (127・ 181)が出土しているが、
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この時期としては青森県の大曲 I号遺跡に類例がみられる。Ⅳ群に属するもは約半分が cに分類され平行沈

線文、工字文、変形工字文、入組工字文に類する文様が施文されている。V群に属するものは 5点でいずれ

もcに分類されるが、沈線の描き方がⅣ群のものに比べるとやや雑である。

なお、第 4表に示すとおり時期の異なる土器が同じ層から伴出している。これは調査区の現況が長芋畑で、

lm前後の深さまで溝状に攪乱を受けているためと、古代以前の地形は調査区の南西側に向かつて勾配がき

つくなつていて、多くの遺構外土器が東側の丘陵地から土砂と共に流れ込んできたための 2つの要因が考え

らをしる。

(2)石器

①石鏃

石鏃は13点出上している。凸基有茎のものが11点あ り、そのうち4点 (185・ 186・ 197・ 198)に タールの

付着痕がみられる。石材はいずれも奥羽山脈産の頁岩で、長さの平均は3.5cm、 幅は1.4cm、 厚さは 6 alm、 重

さの平均は2.8gである。

②石錐

石錐は 1点 (187)出土している。石鏃に近い形状をしているが、刃先に錐採みでできたとみられる線状

痕があり石錐として分類した。

③石匙

石匙は 3点 (184・ 195。 202)出土している。184の刃部は方形、195の刃部は三角形で横型の石匙である。

一方、2021ま 刃部が縦型の橋円を呈しており、作 りは粗製である。石材はいずれも奥羽山脈産の頁岩で、長

さの平均は4.4cm、 幅は3.2cm、 厚さは 9 nlm、 重さの平均は0.858あ る。

④石槍

石槍は2点 (188・ 189)出土している。 2点 とも欠損しており実際の長さ・重さは不明であるが、幅の平

均は2.2cm、 厚さは1,Ocmである。石材には奥羽山脈産の頁岩が用いられている。

⑤削掻器

削掻器は2点 (201・ 203)出 土している。201の平面は台形を呈しており、剥片面と刃部以外の部分はほ

とんど調整加工されていない。203は刃部先端が細 くなっており平面形としては石槍に近いが、片面加工の

ため削掻器として分類した。

第4表 遺構外出土土器 (掲載土器)の層位と時期分類ごと点数

時期分類 I'群 [群 H群 Ⅲ 群 Ⅳ 類 V類 合 計 備 考

出

土

層

位

I層 1 7 2 12 3 25 表土 (耕作土 )

H層 4 8 4 8 24 旧表土 ?

Ⅲ 層 十和田 a降下火山灰層

Ⅳ 層 1 22 27 6 6 2 64

V層 5 4 1 1 11

合  計 1 32 46 13 27 5 124

※時期分類にorや ?が付 くものは除く
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⑥磨製石斧

磨製石斧は2点 1206・ 208)出 土している。206は片側縁に、208に は両側縁に溝状の切 り込みがあり擦切

石斧と思われる。

⑦凹石・敲石・磨石・石皿

分類上は210が凹石、211が敲石、209が磨石、205が石皿としているが、 2種類の使用痕を持つものもある。

石材には奥羽山脈産の安山岩 (205'209・ 210)と 、北上山地産の石英閃緑岩 (211)が用いられている。

③その他

異形石器が 1点 (183)、 半円状の石器が 1点 (207)出土している。石材は異形石器が奥羽山脈産の頁岩

で、半円状の石器が同じく奥羽山脈産の安山岩である。

その他に、大きさ0.5～ 6.5cm程度の石材の剥片が数点出上している (第 5表参照)。

第 5表 剥片出土地点及び点数 ※大きさは長さ×幅

出土地点 層 位 点 数
大  き さ

総量(3) 石  質
最大(co 最小(cmJ

S101 埋土上位～下位 80 6.5X3.3 0.9× 0.6 124.60 頁岩

SK 101 埋土上 。中位 17 4.8× 2.9 1.6XO.9 48.98 頁岩

S K12 埋土中位 9 4.4X2.8 0,9× 0.5 9,98 頁岩

S K13 埋土中位 2 1.6× 1.3 1.5× 1.3 0.75 頁岩

A 区 I層～Ⅳ層 16 4.4× 42 1.6× 1.5 106.60 頁岩

B 区 Ⅳ層 10 5.1× 42 1.7× 0.6 7.00 頁岩

(3)土製品

土偶の破片 (下肢部 ?)と 思われるものが 1点 (213)、 環状のものが 1点 (214)出土している。2131こ は

片面に文様のような刻みがある。214は外輪の一部に膨らみがあり、耳のような形状をしている。

(4)そ の他の遺物

①須恵器・磁器

須恵器 (215)は破片で1点しか出上しておらず器種・時期ともに不明である。磁器 (216)|こ はコンニャ

ク印判があり18世紀の肥前産の碗で、217も 同じ頃の碗と思われる。

②古銭

出土した古銭は8枚 (218～ 223、 221は三枚組)で、いずれも寛永通宝である。そのうち7枚が銅製、 1

枚が鉄製である。鋼製のもの 1枚 (220)イま「寛」及び 「賓」の字の特徴から17世紀中頃の製造 (古寛永)、

また2枚 (219。 221)に は背に「文」の字があり17世紀後半頃の製造と考えられる。一方、鉄製の寛永通宝

(223)は 18世紀以降の製造と思われる。
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土器観察表 1

No 出土地点 層  位 器  種 部  位 原体 方 向 文 様 の 特 徴
分 類

日縁 時 技

1 S101 埋土上位 深鉢 日縁～体部 RL 縦 波状日縁、日縁部降沈線 (渦巻文 )、 体部隆沈線 (渦巻文 有棘 ) 脇 1l b3c

2 S101 埋土上位 深鉢 ? 体部 阻 横 沈線 (渦巻文 )

3 Ы01 埋土上位 深鉢 体 部 LR 縦 隆沈線 (渦巻文 有棘 懸垂文 ) II b3c

4 創01 埋土上位 深鉢 日縁 渡状口縁、隆線、日縁下無文 II

5 S101 埋土上位 小深鉢 日縁～体部 駅 縦 波状口縁 ?、 日縁部無文、体部沈線 (横位 )

6 S101 埋上 上位 深鉢 体部 駅 縦 隆沈線 (懸垂文 ) H b3c

7 S101 埋土上位 深鉢 日緑 RL 縦 波状日縁、隆沈線 II

8 S101 埋上上位 深 鉢 日縁 日縁周 り刻目 (縄文庄 /k) I

9 S101 埋上中位 深鉢 体部 RL 横 沈線 (縦位 )

埋土中位 深鉢 体部 摩滅 隆沈線 II b3c

S101 埋土中位 深鉢 体部 摩滅 隆線 (横位 )

Ы01 埋土中位 小深鉢 日縁～頸部 波状口縁、日縁部無文、頸部沈線 刺突列 II ce

S101 埋土中位 深 鉢 1/1部 RL 縦 隆沈線 (渦巻文 )、 原体複節 Ⅱ b3c

S101 埋土中位 小深鉢 日縁～体部 LR 縦 日縁部無文 Ia

Ы01 埋土中位 深鉢 日縁～体部 RL 縦 波状日縁、日縁部降沈線、体郡隆沈線 (横位 ) H bic

埋土中位 深鉢 日縁～体部 摩滅 波状日縁 (波頂部 )、 日縁部隆沈線 (渦巻文 )、 体部隆沈線 (渦巻文 ) 烙 W b3c

埋上下位 深 鉢 日縁～体部 Lr? 横 波状口縁 (波頂部 )、 無文、原体単段 ?S101遺 構図のRPl

第 15図  遺物図版 1
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土器観察表 2

No 出土地点 層  位 器  種 部  位 原体 方向 文 様 の 特 徴
分 類

日縁 時 技

埋土中位 深 鉢 口縁～体部 RL 横 波状日縁 (波頂部 )、 日縁部隆沈線 (渦巻文 )、 体部沈線 (渦巻文 ) 脇

埋土中位 深鉢 日縁～体部 RL 横 波状日縁、日縁部隆沈線、体部沈線 (渦巻文 )、 18と 同一個体 V

埋上下位 深鉢 体部 隆線 (胸骨文?)、 ヘラ状工具の束1突 I ble

攪乱層 鉢 日縁 RL 縦 日縁同 り刻日 (縦位 )、 沈線 (平行沈線文 ) C2 IVc

SKl15 埋土上位 欽 口縁 RL 縦 小波状口縁、沈線 (平行沈線文 ) C2 い′c

SK12 埋土中位 士霊 頸部 LR 横 沈線 (平行沈線文 間に刺突列 ) Ⅳce

SK13 埋土中位 深鉢 体部 隆沈線 (渦巻文 )

SK13 攪乱層 と宣 体部 LR 横 沈線 Wc

SK16 埋土上位 深鉢 頸部 隆線 (横位 )、 小突起、ヘラ状工具の刺突列

SK16 埋土中位 深 鉢 日縁 RL 横 波状日縁、陸沈線 虚 II

Q 層 壺 肩部 沈線 (平行沈線文 間に小突起 ) IVc

TX3 層 鉢 体部 LR 横、斜 沈線 (鋸歯状文P)

鶴 層 鉢 ? 日縁 LR 横 波状日縁

'、

沈線区画 (磨消縄文 )

鴨 層 鉢 日縁～頸部 LR 横 日縁同 り刻目 〈斜位 )、 頸部沈線 (平行沈線文 ) Ⅳ c

鶴 層 深鉢 体 部 択 横 I Pa

T4 層 鉢 日縁 小波状日縁、沈線 (平行沈線文 ) A2 Ⅳ c

T6 Ⅳ層 小深鉢 ? 日縁 LR 横 日縁周 り刻日 (縄文圧痕) C?2

第16図  遺物図版2
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土器観察表 3

No 出土地点 層  位 器  樋 部  位 原体 方 向 文 様 の 特 徴
分 類

日赫 時 技

T6 H層 深鉢 回縁～頸部 駅 縦 口縁突起 (橋状把手 ?)、 顕部沈線 (横位線文 )

T6 Ⅳ 層 深鉢 日縁 RL 縦 隆線 (横位 ) l bl

V H遭 鉢 体部 i先線 (横 fl) ぃrc

留 H層 小深鉢 頸 部 RL 縦 日縁下無文、沈練 (横位線文 )

Al I層 深鉢 体部 RL 横 沈線、 ltT消 ?

Al Ⅳ層 深鉢 体部 RL 縦 沈線 (懸差文 )、 原体複節 II c

Al M層 鉢 ? 日縁 阻 縦 キャリパー状、隆沈線

Al Ⅳ層 深 鉢 日縁～体部 駅 縦 波状日縁、日縁都隆沈線、体謝
`陸

洗線 (lH流文 渦巻文 ) 婦 II b3c

43 Al Ⅳ層 深鉢 体部 RL 縦 降沈線 (l_Ff■ 文 )、 原体複節

44 Al Ⅳ層 一ｑ 肩部 沈線 ●r行沈線文 可:字文 ) Ⅳ c

45 Al Ⅳ層 深鉢 回線 摩 滅 波状口縁 (波 fra謝0、 降沈線 (渦巻文 ) Ⅱ

Al Ⅳ層 鉢 日縁 RL 縦 沈線 (平行沈線文 ) C2 ふrc

Al Ⅳ層 深鉢 日縁 RL 縦 波状日縁、陸沈線 II

Al Ⅳ層 深鉢 底部 RL 積 沈線 (懸垂文?) II

Al Ⅳ層 深鉢 体部 RL 横 陸沈線 (被位 ) II b3c

A M層 小深鉢 日縁～体部 摩 滅 縦 波状日縁、日縁部無文、頸郡・・T沈線 (横位線文 )、 体部陸沈線 (渦巻文 )

A Ⅳ 層 深 勢 日縁～体部 駅 縦 波状日縁、日唇部に灘、銀郡沈線 (税位線文 )、 体部沈線 (渦巻文 ) Al II c

52 Al Ⅳ層 小深鉢 休部 RL 縦 隆線 (弧状文 )

Al Ⅳ層 深鉢 体部 RL 横 沈線 (斜位 ) II

54 Al Ⅳ層 深鉢 日縁 LR 縦 波状日縁 (波頂淵)隆 沈線 Al H

第 17図 遺物図版3
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土器観察表 4

No 出土地点 層  位 器  種 部  位 原体 方 向 文 様 の 特 徴
分  類

時 技

Al Ⅳ層 小深鉢 日縁～体部 RL 縦 波状日縁、日縁都無文、頸部隆沈線 (411突列 渦巻文 )、 体部降沈線 (懸垂文) ツゝ1 II b3ce

Ⅳ層 深鉢 体部 RL 縦 隆沈線 (渦巻文 懸垂文 )、 原体複節

Ⅳ層 深鉢 日縁 波状日縁、無文 Al II

Al Ⅳ層 深鉢 底部 RL 縦 沈線 (懸垂文?)、 原体複節

Ⅳ 層 小深鉢 頸部 RL 縦 隆沈綜 (横位線文 渦巻文 )

60 Al Ⅳ 層 深鉢 日縁～体部 LR 縦 日縁部隆沈線 (有孔 )、 体部陸沈線 (山流文 渦巻文 )

Al Ⅳ層 深鉢 日縁 キャリパー状、突起 (渦巻文 ) B4 コ

62 Al Ⅳ層 深鉢 ? 底部 RL 縦 原体複節 I orlIP

Al Ⅳ層 深鉢 体部 LR 縦 沈線 (渦巻文 懸垂文 )

Al Ⅳ層 小深鉢 日縁 波状日縁 (波頂常p、 陸沈線 (渦巻文 ) AP3 II b3c

Al Ⅳ層 深鉢 体部 LR 縦 沈線 (懸 jT文 血流文〕

虚 I層 鉢 ? 体部 LR 横 沈線区画 (磨消縄文 )

B4 Ⅳ層 甕 日縁～頸部 RL 斜 小波状日縁、『 縁部沈線 (平行沈線文 )、 頸部沈線 (平行沈線文 ) A2 Vc

H}5a I層 州ヽ壷 体部～底部 内面に赤色顔料娯 ふ/P

A区 I層 鉢 ? 頸部 横、斜 洗線 (鋸粛状文 P)、 29と 同一¶1体 ? Vc

A区 I層 ミニチェア 底部 W,

第 18図  遺物図版4
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土器観察表 5

No 出土地点 層  位 器  種 部  位 原体 方 向 文 様 の 特 徴
分 類

口縁 時 技

HB lc Ⅳ層 深鉢 日縁～底部 LR 横

A区 層 重 ? 肩部 沈線 (曲線文 )

A区 層 抹 ? 体部 駅 横 沈線区回P ⅣdP

A区 層 浅鉢 頸部 RL 縦 沈線 (平行沈線文、間に小突起 ) Wc

A区 層 深鉢 体部 駅 縦 隆沈線 (渦巻文 ) II b3c

A区 層 浅鉢 ? 底部 LR 横 Ⅳap

A区 I層 深鉢 ? 底部 駅 横 I orn?

A区 層 鉢 ? 体部 LR 横 沈線 (平行沈線文 ) Ⅳ c

A区 層 士霊 肩部 陸沈線 (平行沈線文 工字文 間に刺突列 ) IVb3ce

A区 層 壺 ? 日縁 沈線 (平行沈線文 工字文 ) Cl Ⅳ c

A区 層 鉢 ? 日縁 日唇部に刻目 (縦位 )、 沈線 (平行沈線文 工学文 ) Ⅳ c

A区 層 深鉢 ? 底部 RL 横 I orⅢ P

A区 層 深鉢 底部 RL 横 I orHP

A区 層 鉢 ? 日縁～体部 沈線P(摩 滅により文様不明際 ) V2c

A区 層 鉢 ? 日縁 LR 横 口唇部に溝 刻日 (斜位 )、 沈線 (横位 )、 刺突列 Cl IVce

A区 層 浅鉢 ? 日縁 沈線 (平行沈線文 ) ⅣPc

A区 層 深鉢 日縁～体部 LR 縦 日縁部隆沈線、体部隆沈線 (渦巻文 ) A3

A区 層 深鉢 体部 LR 縦 隆沈線 (渦巻文 懸垂文 ) II b3c

第 19図  遺物図版5
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土器観察表 6

No 出土地点 層  位 器  種 部  位 原体 方向 文 様 の 特 徴
分  類

口縁 時 Px

A区 I層 深 鉢 日縁 RL 縦 波状口縁 (波頂部 )、 陸沈線 (渦巻文 )、 原体複節 H

A区 Ⅱ層 深鉢 体部 RL 縦 隆沈線 (渦巻文 ) II b3c

A区 Ⅱ層 深鉢 体部 隆線 (胸骨文? 上に縄文施文 )、 原体の折 luTげ圧 Iie I b2

A区 H層 深鉢 体部 駅 横 隆線 (横位線文〕

A区 I層 豆 ? 肩部 沈線 〈曲線文 )、 72と 同一個体

A区 Ⅱ層 深鉢 体部 LR 縦 陸沈線 (懸垂文 ) II b3c

A区 H層 鉢 ? 口縁 沈線 (変形工字文) Ⅳ c

A区 H層 深鉢 体部 陸線 tヒ に縄文施文 間にヘラ状工具の刺突列 ) I b2e

A区 H層 鉢 口 縁 小波状口縁、回唇に滞、沈線 (模位 )、 刺突列 (横位 ) Al Ⅳ c

A区 H層 小深鉢 底 部 LR 横 I orII?

A区 H層 一更 肩部 沈線 (曲線文 )

100 A区 H層 鉢 体部 RL 縦 沈線 (平行沈線文 ) Бrc

A区 H層 深鉢 体部 RL 縦 沈線 (波状懸垂文 )、 原体複節、103と 同一個体

102 A区 H層 小深鉢 頸 部 RL 縦 沈線 (横位線文 )、 原体複節

103 A区 II層 深 鉢 回縁～体部 RL 縦 波状日縁、日縁部陸沈線 (渦巻文 )、 体部沈線 (渦巻文 波状懸垂文 )、 複節 Al

A区 II層 深鉢 日縁～体部 RL 縦 日縁都隆沈線 (渦巻文り、体部沈線 (渦巻文 tLf垂文 )、 原体複節 A3

105 A区 H層 士霊 肩 部 隆沈線 (平行沈線文 ) Ⅳ c

106 A区 I層 鉢 ? 体 部 LR 縦 隆線 (上 に縄文施文 )、 ヘラ状工具の刺突列

第 20図 遺物図版6
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土器観察表 7

NO 出土地点 層  位 器  種 部  位 原 体 方向 文 様 の 特 徴
分  類

日縁 時  技

A区 Ⅳ層 深鉢 ? 体部 締節 P I

A区 Ⅳ層 深鉢 日縁 LR 横 波状日縁 P A?ユ

A区 Ⅳ層 一更 日縁～頸部 沈線 (綾位 ) ふ「c

A区 Ⅳ 層 鉢 ? 日縁 Lr? 横 原体羊段 ? IVa?

A区 Ⅳ層 深鉢 回縁 駅 縦 波状日縁、原体合撚 Al Ia

A区 Ⅳ層 深鉢 ? 日縁 日縁突起、日唇部に刻日 (斜位 )、 突起下に貼付 (円 形 ) I

A区 Ⅳ層 深鉢 ? 駁 部 RL 縦 腱線 (横位 )

A区 Ⅳ層 休 日縁 小波状日縁、日縁突起、沈線 (平行沈線文、間に刺突列 ) Al Ⅳce

A区 M層 深鉢 ? 底 部 LR 枝

A区 M層 深鉢 体部 RL 縦 隆線 (枝位  とに縄文施文 )

A区 Ⅳ層 深鉢 日縁～体部 日縁突起、陸線 (縦位  とに縄文施文 ) I b2

A区 Ⅳ層 小深鉢 ? 日縁 RL 横 波状日縁 P、 無文 ■ ?

A区 Ⅳ層 孟 ? 沈線 (渦巻状 ) Vc

A区 Ⅳ層 深鉢 体部 駅 横 隆線 (横位 上に縄文施文 )

A区 Ⅳ層 深鉢 体部 隆線 (胸骨文 上に縄文施文 ) I b2

A区 Ⅳ層 日縁～体部 隕 横 日縁突起、日縁部亥1日 帯、体部沈線区画 (地文充填 刻日)

A区 Ⅳ層 深鉢 ? 日縁 摩 滅 波状日縁
'、

日縁無文

124 A区 Ⅳ 層 士亜 頸 部 沈線 (出1線文 )、 99と 同一個体

125 AFX Ⅳ層 深鉢 日縁 日縁突起部 ,、 隆線 (横位 ) I bl

126 A区 Ⅳ層 壬更 体部 沈線 (油 線文 )、 99 124と 同一個体

A区 Ⅳ層 十空 回縁 沈線

AI区 Ⅳ層 深鉢 ? 体 部 隆線 (上に縄文施文 )、 ヘラ状工具の刺突列 I b2c

第 21図  遺物図版 7
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土器観察表 8

No 出土地点 層  位 器  種 部  位 原体 方 向 文 様 の 特 徴
分  類

「 I縁 ‖f  枝

A区 Ⅳ層 深鉢 底部 底両に付加状羽縄文 I orH?

A区 Ⅳ層 深鉢 日縁 駅 横 陸線 (被位 ) C2 Ia?

A区 Ⅳ層 鉢 ? 日縁 日唇部縄文押圧 Ⅳ

A区 Ⅳ 層 深 鉢 日縁～体部 RL 縦 1

A区 Ⅳ 層 小深鉢 日縁～体部 RL 縦 fa

A区 Ⅳ層 深鉢 頸部 陸線 (横位 )、 ヘラ状工具の末1突列 (縦  4jr)

135 A区 Ⅳ層 深鉢 頸郡 LR 横 降線 (胸 4子文 上に撚糸施文 )

A区 Ⅳ層 鉢 口豚 日縁小突起、降沈線 (変 形工
′
ユ又 )、「 I IFr英に平行洗線 Ⅳb3c

A区 Ⅳ層 深 鉢 日縁～体部 RL 横 日縁突起、原体複節 I

A区 Ⅳ 層 深鉢 日縁～体部 RL 縦 波状日縁、日縁部降継、体都降沈線 (渦 巻文 WI流文 ) A3

A区 Ⅳ層 鉢 日縁 隆線 (上に刺突列 )、 羽組文、llrN Iに繊維

140 A区 Ⅳ層 深鉢 体部 摩 滅 隆線 (杖位線文 )

A区 Ⅳ層 深 鉢 日縁～体部 LR 横 la

142 A区 Ⅳ層 深鉢 体部 隆線 (llll骨文)、 ヘラ状工具の末J突卯I(縦位 機位 )

A区 Ⅳlci 深鉢 日縁 LR? 棋 ? 陸線 (波形文  ヒ1こ 細文施文 )、 刑突夕!

144 A区 Ⅳ層 一ｑ 日縁 沈線、 127と Fl一 llAl体

A区 Ⅳ層 小深鉢 体部 釈 縦 隆線 (横位 )、 原体合撚 ?

146 A区 Ⅳ 層 豆 ? 日縁～頸部 沈線 (平行洗線文 入組工字文 ?) Ⅳ c

第22図  遺物図版8
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土器観察表 9

No 出土地点 層  位 器  種 部  位 原体 方 向 文 様 の 特 徴
分  類

日 縁 時 技

A区 表採 小深鉢 頸部 駅 縦 沈線 (問 に刺突列 ) II ce

A区 表採 深鉢 ? 体部 LR 横 原体合撚 ? I orIIP

A区 表採 甕 日縁～体部 RL 横 頸部無文帯、日唇部縄文施文 V

A区 攪乱層 鉢 ? 体部 LR 横 Ⅳ P

A区 攪乱層 鉢 回縁～体部 Lr 横、斜 沈線 (横位 )、 原体単段 Vc

152 A区 攪乱層 小深鉢 ? 日縁～体部 阻 横 日縁部無文、体部沈線区画 (地文充填 )

153 A区 攪乱層 鉢 日 縁 小波状日縁、沈線 (平行洗線文 ) A2 ふ「c

154 B区 層 皿 ? 体部 LR? 横 ? 沈線 (平行沈線文 ) Ⅳ c

155 B区 層 深鉢 ? 日縁 RL 横 口縁周 り刻目 (縦位 ) CPl

156 B区 層 深鉢 日縁～体部 RL? 模 ? 日縁突起、突起都下摘み状の貼付

157 B区 I層 深 欽 回縁 日縁突起、沈線、撚糸押圧 (縦位 ) H

B区 ■層 小深鉢 日縁～体部 RL 縦 日縁部策文、頸部隆沈線 (隆線上に刺突列 )、 体部隆沈線 (渦巻文 ) Al II b3ce

B区 Ⅲ層 深鉢 口縁～体部 LR 縦 隆線 (横位線文 )

160 B区 H層 皿 日縁 口唇内側に刻目 (斜位 )、 沈線、磨消縄文 Cl A「cd

B区 H層 鉢 ? 頸部 摩 滅 沈線

B区 H層 鉢 日縁～体部 LR 横 日縁突起、沈線区画 (地文充填 )

B区 Ⅳ層 小深鉢 ? 日縁 RL 横 キャリパー状、隆線 〈横位 )

第23図 遺物図版9

-34-



＼  i
…
や鷲烹 4

薄甲1“
恥

．
幽
170

輯∬
171

蔭疋9

蠍

‐７８

‐

・８２

轡

堪攀
~η

l鉤

176

0           1 1 3           10Cm

戦 訴 房

土器観察表 10

NO 出土地点 層  位 器 種 部  位 原 体 方 向 文 様 の 特 徴
分  類

口縁 時 杖

B区 Ⅳ層 深鉢 底部 LR 縦 I?

165 B区 Ⅳ層 深鉢 日縁 RL 横 波状日縁、日縁円 り刻日 (縦位 )、 原体複節 Al Ia

166 B区 Ⅳ層 鉢 ? 日縁 小波状日縁、沈線 (平行沈線文 ) ふIc

167 B区 Ⅳ層 小深鉢 ? 日縁 釈 縦 洗線 (渦巻文)、 原体複節

B区 Ⅳ 層 深鉢 日縁～頸部 摩減 波状日4at、 陸線 (横位 )、 陸線岡にヘラ状工具の利突

169 B区 Ⅳ層 深鉢 日縁 RL 横 日縁突起部、隆線 I bl

B区 V層 ミニチュア 底部 摩滅 hP

B区 V層 深鉢 体部 摩滅 降線 (枝位 )

B区 V層 深鉢 回縁 RL 縦 日縁突起部、突起下円形の貼付 2つ、隆線 I bl

173 B区 V層 深鉢 回縁 LR? 横 ? 日縁突起部、突起部下つまみ状の貼付、陸線

B区 V層 深鉢 日縁～頸部 RL? 横 ? 日縁突起、突起下円形状のjll付 、隆線 Ia

B区 V層 浅鉢 ? 日縁 小波状日縁、沈線 (平行沈線文 )、 磨消縄文 (雲形文 ?) Al 呂′cd

176 B区 V層 小深鉢 ? 日縁～頸都 口縁キャリパー状、陸沈線

B区 V層 深鉢 口縁 口縁把手状突起部 II

178 B区 V層 深鉢 日縁 RL 横 波状日縁、小突起、陸沈線

179 B区 V層 深鉢 日縁～体部 RL 横 日縁周 り刻日 (撚糸押圧0、 沈線 (横位線文 )

180 B区 V層 深鉢 ? 日縁 口縁突起都、沈線 I cP

B区 V層 一壁 日縁～頸部 沈線区画 (地文充填 )

182 B区 V層 深鉢 体部 RL 横 沈線区画 (地 文充填 )
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※ ( )は 欠損部の値石器観察表 1

◇

No 出土地点 層  位 器  種 撃
κｃｍ，

幅

ｃｍ
疇
ｍ

重量

(g)
特   徴   等 石  材 産  地

埋土上位 異形石器 145 頁 岩 奥羽山脈

184 埋土上位 有 匙 整部欠換 頁岩 奥羽山脈

185 埋土中位 有 鏃 230 凸基有茎、タータレ痕 質岩 奥羽山脈

埋土下位 石鏃 L4 429 凸基有茎、タール痕 頁岩 奥羽山脈

埋土下位 石tll 527 頁岩 奥羽山脈

SIC101 埋土上位 石槍 刃先 整部欠損 頁岩 奥羽山脈

SK01 埋上中位 fl槍 (541 11 1242 茎部欠損 頁岩 奥羽山脈

SK12 lT土 中位 石鏃 6 円基 頁岩 奥羽山脈

T6 Ⅳ層 石鏃 306 凸基有≧、刃部欠損 頁岩 奥羽山脈

Al Ⅱ層 石鏃 5 504 凸基有茎 fI~岩 奥羽山脈

193 Al H層 石鏃 凸基有茎 東岩 奥羽山脈

194 A区 I層 百鏃 凹基無茎、一部欠損 頁岩 奥羽山脈

第25図 遺物図版 11
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※ ( )は欠換部の値石器観察表 2

|く

くミことゝ

No 出土地点 層  位 器  種 欝
ｍ

幅

ｃｍ
酪
くｃｍ，

重量

(g)
特   徴  等 石  材 産  地

195 A区 I層 石匙 998 頁岩 奥羽山脈

196 A区 I層 石 鏃 ■4 283 凸基有髯 頁娼 奥羽山脈

A区 H層 石 鏃 凸基有茎、刃先欠損、タール痕 頁岩 奥羽山脈

A区 Ⅳ層 石鏃 285 凸基有茎、タール痕 貞岩 奥羽山脈

A区 Ⅳ層 石鏃 凸基有茎、刃先欠損 質岩 奥羽山脈

A区 Ⅳ層 石鏃 凸基有茎 頁岩 奥羽山脈

A区 Ⅳ層 削掻器 1601 頁岩 奥羽山脈

A区 Ⅳ 層 石匙 1343 粗製石匙 東岩 奥羽山脈

B区 Ⅳ層 削掻器 2470 東岩 奥羽山脈

204 B区 Ⅳ層 石鏃 263 凸基有茎、刃先欠損 東岩 奥羽山脈

第26図 遺物図版12
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※ ( )は 欠損部の値石器観察表 3

No 出土地点 層  位 器  種 肇
鰤

幅
ｍ
隣
でｃｍ‐

重量

(g)
特   徴  等 石 材 産  地

S101 床 面 石 皿 284 409700 創01遺構図のSI 安山岩 奥羽山脈

S101 攪乱層 磨製石斧 ■4 4276 片側縁に溝状切 り込み (擦切石斧) 頁岩 北上山地

SK12 攪乱層 その他 (117) 37000 半円形扁平打製石器 ?、 一部欠損 安山岩 奥羽山脈

A区 Ⅳ層 磨製石斧 9864 両側縁 に濤状切 り込み (擦切石斧) 頁岩 北上山地

第27図 遺物図版 13
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石器観察表 4

0       1:2       5cm

※ ( )は 欠損都の値

No 出土地点 層  位 器  種 欝
鰤

幅
ｍ
酪
鰤

重量

(g)
特  徴  等 石  材 産  地

2∞ A区 埋土中位 磨 石 72400 安山岩 奥羽山脈

SK101 埋土中位 凹石 29448 一部欠損 安山岩 奥羽山脈

B区 Ⅳ層 敲 石 一部欠損 石英閃緑 北上山地

B区 Ⅳ層 石核 13822 頁岩 奥羽山脈
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※ ( )は 欠機部の値

土製品観察表

NO 出土地点 層  位 種  類
縦

ｃｍ

横

ｃｍ
隣
くｃｍナ

特   徴  等

A区 Ⅳ 層 土製品 上側の下肢部 ?

A区 攪乱層 土製品 環状土製品

建2お

須恵器・磁器・古銭観察表

NO 出土地点 層  位 種  類 器 極 部 位 外面調整 内面調整 酢
ｍ
齢
ｔｃｍ，
酔
モｃｍ，

特   徴   等

C区 I層 須恵器 饗 ? 体部 ヘラケズリ ヘラナデ

No 出土地点 層  位 種  類 器 種 部 位 購
闘
講
師

rTH茶等 産 地 特   徴  等 時 期

A区 I層 磁器 碗 底部 染付 肥前 コンニ ャク印判

B区 I層 磁器 碗 体部 染付 肥前

NO 出土地点 層  位 種  類 銭  種
径

ｃｍ

重量

(g)
特  徴  等

SK14 埋上下位 占銭 寛永通宝 266 銅製

SK14 埋土下位 止i銭 寛永通宝 鋼製、文字

220 SK14 埋上下位 占銭 覧永通宝 鋼製、占寛永

SK14 埋上下位 古銭 寛永通宝 22-24 鋼製、文字、 3枚重ね

B区 I層 古銭 寛永通宝 232 銅製

C区 I層 古銭 寛永通宝 22× (19) 295 鉄製



V まとめ

調査区全体が耕作によって攪乱を受けており、遺構の遺存状態は悪い。また、前記したように古代以前の

地形は調査区中央付近から南西端に向かつて勾配が急になっており、生活空間には適していない。そのこと

が遺構数が少ない要因と考える。しかし、出土した土器は前期末葉の円筒系から弥生中期と思われるものま

で該期があり、石器も石鏃や磨製石斧、異形石器あるいは半円状の石器等が出土している。遺構数に比べて

出土遺物の種類は豊富である。

1.還構について
検出した竪穴住居 1棟 (S101)は平面が楕円形で、炉はほば中央にある。炉には石や土器の付設跡はみ

られないが、灰を掻き出す際にできたと思われる窪みがある。遺物は埋土や床面から円筒系と大木系の上器

が伴出しており、縄文時代中期中頃に二つの文化圏 (円筒系文化圏と大木系文化圏)が交流したとされる区

域の一般的な竪ズ住居と考える。

竪穴状遺構 (S K 101)は 埋上の状態から竪穴住居と同時期と推察しているが、土器は出土しておらず断

定は出来ない。石材の剥片が数点出土しており、作業場として使われていたのかもしれない。

土坑は調査区北東側のA3区から 1基、中央付近のA2区から9基、また南西側のB3区から2基検出し

ている。A2区の 2基 (S K01・ 02)イま底部に炭化物を含んでおり炭窯跡だつた可能性があるが、耕作によ

つて形状が歪み原形をとどめていない。竪穴住居と重複している3基は、出土遺物から推察すると 1基 (S

K13)が縄文時代中期、 2基 (S K05'12)が縄文時代晩期の遺構と思われる。その他A2区の 1基 (SK

14)は底部に薄 く焼け跡がみられ、寛永通宝が 6枚 まとまって出土している。近世の墓坑だった可能性も考

えら″Lる 。

調査区の南西端で検出した濤状陥し穴 (S K T01)は 底面に逆茂木痕とみられる小孔が 2箇所あるが、幅

が広めで陥し穴としての機能にやや疑問が残る。埋上の中位層には十和田 a降下火山灰がブロック状に含ま

れていて、その状態から推察すると縄文晩期より新しい可能性もある。

焼土遺構をA2区から 1基 (S N01)検出している。十和田 a降下火山灰層の下で確認しており古代以前

の遺構と推察できる。焼上の厚さからみて比較的長期間使用していたと思われるが、周辺の上質に踏固めら

れたような締まりはなく、住居に伴つていた可能性は低いと思われる。

2.遺物について
出土土器の中心は縄文時代中期中葉の円筒系と大木系の土器で、円筒系の中では施文のない粘土を貼付け

た胸骨文やヘラ状工具による刺突列の入る円筒上層 d式に比類するものの割合が高く、大木系の土器では有

棘の渦巻文や隆線に調整の痕がある大木8b式に比類するものが多くみられる。 S101竪穴住居からもこの

二つに類する土器が伴つて出土しており、円筒上層 d式と大木 8a式が伴出する盛岡市付近や馬淵川水系よ

りやや遅れて大木式の文化圏が広まった結果ではと推察している。晩期の土器は中期のものに次いで多く出

土している。そのうち6割近 くが平行沈線文、工字状文、変形工字文の上器で大洞 C2以降に比類するもの

が大半と思われる。後期と弥生土器は数点だけであるが、前記したように後期の土器では岩手県内ではあま

り出土例のない口縁が内反するものが出土している。大曲 I号遺跡の編年で見ると後期初頭から中葉あたり

の土器に比類する。また弥生土器のうち2点 (67・ 149)は原体の方向は異なるが、日縁から顕部にかけて
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の形状が、考雑五十六巻二号 「青森県大畑町二枚橋遺跡出上の土器・石器について」で分類する甕形土器の

a類に類似し、岩手県立博物館研究報告 5「岩手の弥生式土器編年試論」でみるとH期 (67)及びⅢ期

(149)に含まれると考えられる。なお、前期末葉の円筒系土器は破片 1点だけの出上で、他から紛れ込んだ

可能性は否定できない。

特徴的な土器としては小型の壺 (68)

や蓋 (119)と 思われるもの、および変

わつた沈線文様の鉢 (29)が挙げられ

る。 68は 内面全体が朱色で、顔料の入れ

物として使われていたと考える。119は

直径が 1/3程度 しかないが、文様が青

森県砂沢遺跡出土の蓋に類似 している。

29の沈線文様は東北北部における弥生土

器のメルクマールの一つである鋸歯状文

にも似ているが、横に3条あるのはあま

(119)

青森県砂沢遺跡出土

り類例がない。

出土した石器も種類としては豊富で、その中で特徴的なものとしては異形石器 (183)と 半円状の石器

(207)が挙げられる。異形石器は、いわ19る三脚 (三叉状)石器に形状が似ている。石鏃等の道具とするに

は材質が薄く華害な作りであることから、祭祀的なものか装飾用として作られた石偶の可能性が考えられる。

また、半円状の石器は、円筒系土器に伴う半円形扁平打製石器に類似している。

今回の調査は、中佐井Ⅷ遺跡の北西側に当たる部分を行っている。異なる時期の上器が共伴したり、ほと

んどが破片で接合できた土器があまりないのは、耕作による攪乱の影響と大半が旧地形 (古代以前の地形 )

に沿つて流れ込んできたためと考える。本遺跡の中心となるのは調査区の南東側に広がる丘陵地付近で、盛

衰はあるものの縄文時代の前期末葉もしくは中期から弥生時代まで長期に渡つて生活が営まれていたと推察

する。

(参考・引用文献 )

永井久美男 (1998) 近世の出土銭H 一分類図版篇― 兵庫県埋蔵銭調査会

須藤 隆 (1970) 「青森県大畑町二枚橋遺跡出上の上器'石器について」考古学雑誌第五十六巻第二号

小田野哲憲 (1987) 「岩手の弥生式土器編年試論」 岩手県立博物館研究報告第5号

岩木山刊行会 (1968) 「岩木山」 岩木山麓古代遺跡発掘調査報告書
一戸町教育委員会 (1983) 一戸バイパス関係埋蔵文化財報告書Ⅲ 一戸町文化財調査報告書第4集

弘前市教育委員会 (1988) 砂沢遺跡発掘調査報告書―図版編―

青森県教育委員会 (1997) 垂柳遺跡・五輪野遺跡 青森県埋蔵文化財調査報告書第219集

岩手県安代町教育委員会 (2001) 安代町埋蔵文化財調査報告書V『安代町遺跡地図』

(財)岩手県文化振興事業国埋蔵文化財センター (1983) 上里遺跡調査報告書 文振報第55集

(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター (1996) 目名市H遺跡発掘調査報告書 文振報第261集

(財)岩手県文化振興事業国埋蔵文化財センター (1998)横間H谷地田 I有矢野有矢野館遺跡調査報告書文振報第303集
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Ⅵ 自然科学分析 (火山灰)
中佐井Ⅷ遺跡における火山灰の同定

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

岩手県岩手郡安代町に所在する中佐井Ⅷ遺跡は、安比川右岸に形成された河岸段丘上に位置している。発

掘調査では、縄文時代中期中頃と考えられる竪穴住居跡や時期不明の焼土遺構、陥し穴などの遺構が検出さ

れ、縄文時代中期中頃の上器とされる大木式を主体とし、縄文時代晩期頃の上器などの遺物が確認されてい

る。

本報告では、発掘調査区西側で確認された谷地形の谷斜面を埋める土層中に認められた火山灰 (テフラ)

と考えられる堆積物について、その性状を明らかにし、テフラである場合には、噴出年代の明らかにされて

いる指標テフラとの対比を行う。また、その対比により、遺跡の立地する地形の変遷に関わる年代資料を作

成する。

1.試料
試料は、発掘調査区西側で確認された谷斜面埋積土層中に認められた褐色砂層より採取された堆積物 1点

である。発掘調査時の所見によれば、当層は谷斜面と同方向に傾斜していることが確認されており、当層堆

積時には斜面地形が残つていたと想定されている。また、当層より下位の土層から縄文時代中期中頃から晩

期に相当する土器の出上が確認されている。

2.分析方法
試料約20gを 蒸発皿に取 り、水を加え泥水にした状態で超音波洗浄装置により粒子を分散し、上澄みを流

し去る。この操作を繰 り返すことにより得られた砂分を乾燥させた後、実体顕微鏡下にて観察する。観察は、

テフラの本質物質であるスコリア・火山ガラス・軽石を対象とし、その特徴や含有量の多少を定性的に調べ

る。

火山ガラスは、その形態によリバブル型 。中間型・軽石型の 3タイプに分類した。各型の形態は、バブル

型は薄手平板状、中間型は表面に気泡の少ない厚手平板状あるいは破砕片状などの塊状ガラスであり、軽石

型は小気泡を非常に多く持つた塊状および気泡の長 く伸びた繊維束状のものとする。

さらに火山ガラスについては、その屈折率を測定することにより、テフラを特定するための指標とする。

屈折率の測定は、古澤 (19951の MAIOTを 使用した温度変化法を用いた。

3.結 果

処理後に得られた砂分は、多量の細砂～極細砂径の火山ガラスと多

量の軽石から構成される。火山ガラスのほとんどは無色透明の塊状の

軽石型であり、少量の繊維束状のものも混在する。また、微量の無色

透明のバブル型も認められる。軽石は、最大径約 6 Hlmで粒径の淘汰は

やや良好で、自色またはやや風化して淡灰褐色を呈し、発泡は良好で

ある。火山ガラスと軽石の他には、微量の斜長石や斜方輝石、単斜輝

石などの遊離結品や安山岩と思われる岩石片などが認められる。火山

ガラスの屈折率測定結果を図11こ示す。nl.503～ 1.508の レンジに入 り、

nl.505～ 1.5061こ モードがある。

録20
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10

5

0
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4.考 察
試料は、細粒の軽石および火山ガラスを主体とするテフラである。上述した砕屑物の特徴や中佐井Ⅷ遺跡

の地理的位置、さらに既存の東北地方におけるテフラの産状の研究成果 (町田ほか(1981;1984)、 Arai et

al.(1980、 町田・新井9003)な ど)と の比較から、試料は、十和田aテフラOoつの降下堆積物に由来すると判

断される。

To‐aは、平安時代に十和田カルデラから噴出したテフラであり、給源周辺では火砕流堆積物と降下軽石か

らなるテフラとして、火砕流の及ばなかつた地域では軽石質テフラとして、さらに給源から離れた地域では

細粒の火山ガラス質テフラとして、東北地方のほぼ全域で確認されている(町田ほか,1981)。 また、その噴

出年代については、早川・小山(1990に よれば、西暦915年 とされている。なお、町田・新井9003)に記載さ

れたTo―aの火山ガラスの屈折率は、nl.496～ 1.508の広いレンジを示す。ただし、nl.502以下の低い屈折率の

火山ガラスを主体とする火山灰層は、南方へは広がらず、十和田周辺とその東方地域に分布が限られるとさ

れているCIB丁 田ほか,1981)。 このことから、今回検出されたテフラは低屈折率の火山ガラスを含まないTo‐aに

相当するものと考えられる。

また、東北地方北部における縄文時代晩期以降のテフラとして、To―aと 同じ十和田カルデラを給源とする

十和田bテ フラKTo―b)がある。その噴出年代は約2000年前とされており (松山・大池,1986)、 発掘調査時の所

見による遺物の出土層位を考慮すると、今回のテフラ層に対比される可能性も予想された。ただし、町田・

新井9003)に 記載されたTo‐bの火山ガラスの屈折率はnl.498～ 1.501であり、本試料から得られた屈折率と比

較すると、本試料はTo aに 対比されると考えられる。

なお、上述の早川・小山(199oに よれば、東北地方ではTo‐aと ほぼ同時期、To―a噴出から約30年後の西暦

947年 に中国と北朝鮮の国境にある白頭山から噴出した白頭山苦小牧テフラ(B‐TlnJの堆積も広域に認められ

ている。このテフラは細粒のバブル型の多い火山ガラスを主体とし、その屈折率が高いol.511～ 1.522)こ と

から、To―aと は明瞭に区別される。今回の試料中に含まれる火山ガラスには、これらの特徴を持つ火山ガラ

スは検出されなかったことから、B=Tmに 由来する火山ガラスはほとんど含まれていないと考えられる。

引用文献
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Ⅶ図ゴ童





調査区遠景 (北西から)

調査区近景 (東から)

写真図版 1 調査区還・近景
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調査前風景 (北東側) 調査前風景 (南西側)

調査前風景 (中央付近) 調査前風景 倒ヒ東斜面 )

基本土層

写真図版 2 調査前風景・基本土層
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S101竪穴住居

猿報

S101竪穴住居 断面 (C一D)

S101竪穴住居炉 断面

写真図版 3 S101竪 穴住居
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S101竪 穴住居 断面 (A一 B)

S101竪穴住居炉 平面



SX1 01竪 穴状遺構 断面 (A一 B〉

SK 01土坑 平面

写真図版 4

S� 01竪穴状遺構 断面 (C― D)

SK 01土坑 断面

SK101堅穴】犬遺1青、 SK01」と坑
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SK 02土坑 平面 SK 02土坑 断面

SK 03土坑 断面

SK 04土坑 断面

1華
―
■|―す

SK 05土坑 断面

写真図版 5 SK02～ 05土坑
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SK 03土坑 平面

SK 04土坑 平面

SK 05上坑 平面



SK 09土坑 平面 SK 09土坑 断面

SK ll土坑 平面

SK 12土坑 平面 SK 12土坑 断面

SK 13土坑 平面

写真図版 6 SK09。 11
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SK 13土坑 断面

。12・ 13土坑



SK 14土坑 断面

SK 15土坑 平面

SK 16上坑 平面

SZσ 01陥 し穴 平面

写真図版 7

SK「 01陥 し穴 断面

SK14～ 16土坑、SKT01陥 し穴
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SN 01焼土遺橋 平面 SN 01焼土遺構 断面

調査終了時 (北東から)

調査終了時全景 (真上)

写真図版 8 SN01焼 土遺幡、調査終了時全景
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写真図版 13 遺物写真 5
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ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所 在 地

コード 北 緯 東 経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

中佐井帳 跡 岩手県岩手郡

安代町中佐井

42ほか

03523 JE55-1224 40度

07歩}

30秒

141度

05サ}

40を少

2003.04.08

2003.06.03

1,550m2 中山間地域総

合整備事業浅

沢地区に伴う

緊急発掘調査

世界測地系

所収遺跡名 種  別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

中佐井Ⅷ遺跡 集落跡 縄文時代中期 竪 穴 住 居  1棟
竪穴状遺構  1棟
土   坑  1基

縄文土器

石  器
土 製 品

縄文時代晩期 土   坑 2基

縄 文 時 代 薦状陥し穴  1基

近 世 土   坑 1基 器

銭

磁

古

時 期 不 明 土   坑 9基

焼 土 遺 構  1基
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相 原  康 二 副 所 長 平 野  充 苗

[管理課 ]

管理課長

管理課長補佐

主任主査

主  事

[調査第一課]

調査第一課長

調査第一課長補佐

文化財専門員

文化財調査員
″

〃

〃

″

″

″

″

〃

″

″

〃

期限付調査員
〃

〃

〃

三 浦  謙 一
高 橋  義 介
金 子  昭 彦
水 上  明 博
阿 部  勝 則
杉 沢 昭 太 郎

(柳之御所支援派遣)

溜  浩 二 郎
村 上   拓
戸 根  貴 之
八 木  勝 枝
丸 山  浩 治
米 田   寛
北 田   勲
島 原  弘 征
村 田   淳
石 崎  高 臣
立 花   裕
菅 野   梢
新 井 田 え り子

″

〃

[調査第二課 ]

調査第二課長

主幹兼課長補佐

文化財専門員

″

″

〃

文化財調査員

″

〃

″

″

″

〃

″

〃

〃

″

″

″

″

〃

〃

″

〃

期限付調査員

佐 々 木  清 文
中 川  重 紀
小 山 内   透
(県教委研修派遣)

金 子 佐 知 子

濱 田   宏
羽 柴  直 人
吉 田   充
阿 部  徳 幸
早 坂   淳
小 松  則 也
窓 岩  伸 吾
亀 澤  盛 行
鈴 木  裕 明
新 妻  伸 也
林     勲
星   雅 之
西 澤  正 晴
丸 山  直 美
村 木   敬
福 島  正 和
北 村  忠 昭
須 原   拓
川 又    晋
中 村 絵 美

小 針  大 志
(6月退職)

助

美

子

清

治

滋

橋

泉

藤

高

常

伊

吾

道

一
子

正

宏

賢

幸

島

澤

田

嶋

橋

韮

小

中

猿
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